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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, ix ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, xi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xi ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
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第 1 章

トラフィックのモニタリング

この章は、次の項で構成されています。

• トラフィックモニタリング, 1 ページ

• トラフィックモニタリングに関するガイドラインと推奨事項, 2 ページ

• イーサネットトラフィックモニタリングセッションの作成, 4 ページ

• ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションの作成, 5 ページ

• モニタリングセッションへのトラフィック送信元の追加, 7 ページ

• トラフィックモニタリングセッションのアクティブ化, 12 ページ

• トラフィックモニタリングセッションの削除, 13 ページ

トラフィックモニタリング
トラフィックモニタリングは、1つ以上のソースからのトラフィックをコピーし、コピーされた
トラフィックを分析用の専用宛先ポートに送信してネットワークアナライザに分析させます。こ

の機能は、Switched Port Analyzer（SPAN）としても知られています。

入力トラフィックのみに対しポートチャネルの SPANをモニタまたは使用できます。重要

セッションのタイプ

トラフィックモニタリングセッションを作成すると、トラフィックを受信する宛先ポートをイー

サネットとファイバチャネルのいずれかから選択できます。宛先ポートのタイプは、セッション

のタイプを決定し、次に使用可能なトラフィックの送信元を決定します。イーサネットのトラ

フィックモニタリングセッションの場合、宛先ポートは未設定の物理ポートであることが必要で

す。ファイバチャネルのトラフィックモニタリングセッションの場合、宛先ポートはファイバ

チャネルアップリンクポートであることが必要です。
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トラフィックの送信元

イーサネットのトラフィックモニタリングセッションでは、次のトラフィックの送信元のいずれ

かをモニタできます。

•アップリンクイーサネットポート

•イーサネットポートチャネル

• VLAN

•サービスプロファイル vNIC

•サービスプロファイル vHBA

• FCoEポート

•ポートチャネル

•ユニファイドアップリンクポート

ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションでは、次のトラフィックの送信元のい

ずれかをモニタできます。

•アップリンクファイバチャネルポート

• SANポートチャネル

• VSAN

•サービスプロファイル vHBA

•ファイバチャネルストレージポート

トラフィックモニタリングに関するガイドラインと推奨

事項
トラフィックモニタリングを設定するか、アクティブにする場合、次のガイドラインを考慮しま

す。

•トラフィックモニタリングセッションは最大 16まで作成し保存できますが、同時にアク
ティブになるのは 2つだけです。

•トラフィックモニタリングセッションは作成時にはデフォルトでディセーブルです。トラ
フィックモニタリングを開始するには、セッションをアクティブにする必要があります。

•トラフィックモニタリングセッションは、CiscoUCSポッド内のファブリックインターコネ
クトで一意的である必要があります。そのため、一意の名前と一意のVLANソースを使用し
て各モニタリングセッションを作成する必要があります。

•サーバからのトラフィックを監視するには、サーバに対応するサービスプロファイルからす
べての vNICを追加します。
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•ファイバチャネルトラフィックアナライザまたはイーサネットトラフィックアナライザを
使用して、ファイバチャネルトラフィックをモニタできます。ファイバチャネルトラフィッ

クがイーサネットトラフィックモニタリングセッションでモニタされ、イーサネット宛先

ポートを持つ場合、宛先トラフィックは FCoEになります。

•トラフィックモニタリングの宛先は単一の物理ポートであるため、トラフィックモニタリ
ングセッションは1つのファブリックだけを監視できます。ファブリックフェールオーバー
にわたって中断されない vNICトラフィックをモニタリングするには、ファブリックごとに
2つのセッションを作成し、2台のアナライザを接続する必要があります。両方のセッショ
ンのトラフィック送信元として vNICを追加します。

•すべてのトラフィックの送信元は宛先ポートと同じスイッチ内にある必要があります。

•宛先ポートとして設定されたポートを送信元ポートとしても設定することはできません。

•ポートチャネルのメンバポートを個別にソースとして設定することはできません。ポート
チャネルが送信元として設定されている場合、すべてのメンバポートが送信元ポートです。

• vHBAはイーサネットまたはファイバチャネルのどちらのモニタリングセッションの送信元
としても設定できますが、同時に両方の送信元とすることはできません。

•サーバポートは、非仮想化ラックサーバアダプタへのポートの場合にのみ送信元にするこ
とができます。

• Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクトのファイバチャネルポートは送信元ポート
として設定できません。

•仮想コンピュータのポートプロファイルを変更すると、送信元ポートとして使用されてい
る、関連付けられた vNICはモニタリングから削除され、モニタリングセッションを再設定
する必要があります。

•トラフィックモニタリングセッションが Cisco UCS Managerリリース 2.0より前のリリース
のもとでダイナミック vNICで設定された場合、アップグレード後にトラフィックモニタリ
ングセッションを再設定する必要があります。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、SPANトラフィックは SPAN宛先ポー
トの速度によりレート制限されています。これは 1 Gbpsまたは 10 Gbpsのいずれかです。

トラフィックモニタリングは、システムリソースにかなりの負荷をかけることがあります。

負荷を最小限にするには、不必要なトラフィックができるだけ少ない送信元を選択し、不必要

なときにはトラフィックモニタリングをディセーブルにします。

（注）
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イーサネットトラフィックモニタリングセッションの

作成

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを作成する方法につい

て説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションを作成するには、

次の変更が必要になります。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、create fc-mon-sessionコマンドを create eth-mon-sessionコマンドの代わり
に入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタ

リングコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラ

フィックモニタリングコマンド

モードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定した名前で、トラフィックモニ

タリングセッションを作成します。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # create
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トラフィックモニタリングセッショ

ンのモニタリング先とするために指

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session #
create dest-interfaceslot-numport-num

ステップ 4   

定したスロットとポート番号でイン

ターフェイスを設定します。そのイ

ンターフェイスでコマンドモードを

開始します。

モニタされるポートチャネルのデー

タ転送速度を設定します。ここに表

示される値は次のとおりです。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface
# set speedadmin-speed

ステップ 5   

• 1gbps：1 Gbps

• 10gbps：10 Gbps

• 20gbps：20 Gbps
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目的コマンドまたはアクション

• 40gbps：40 Gbps

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、イーサネットトラフィックモニタリングセッションを作成してトラフィックをス

ロット 2、ポート 12の宛先ポートにコピーおよび転送し、管理速度を 20 Gbpsに設定し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # create eth-mon-session EthMonitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session* # create dest-interface 2 12
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface* # set speed 20gbps
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface #

次の作業

•トラフィックモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックモニタリングセッションをアクティブ化します。

ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッショ

ンの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルトラフィックモニ

タリングコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、ファイバ

チャネルトラフィックモニタリング

コマンドモードを開始します。

UCS-A /fc-traffic-mon # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定した名前で、ファイバチャネル

トラフィックモニタリングセッショ

ンを作成します。

UCS-A /fc-traffic-mon/fabric # create
fc-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

ファイバチャネルトラフィックモニ

タリングセッションのモニタリング

UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session #
create dest-interfaceslot-numport-num

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

先スロットおよびポートのコマンド

モードを作成してそのモードを開始し

ます。

モニタされるポートチャネルのデー

タ転送速度を設定します。ここに表

示される値は次のとおりです。

UCS-A
/fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface
# set speedadmin-speed

ステップ 5   

• 1gbps：1 Gbps

• 2gbps：2 Gbps

• 4gbps：4 Gbps

• 8gbps：8 Gbps

•自動：CiscoUCSがデータ転送速
度を決定します。

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションを作成してトラフィック

をスロット 1、ポート 10の宛先ポートにコピーおよび転送し、管理速度を 8Gbpsに設定し、トラ
ンザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-traffic-mon
UCS-A /fc-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric # create fc-mon-session FCMonitor
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session* # create dest-interface 1 10
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface* # set speed 8gbps
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface* # commit-buffer
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface #

次の作業

•トラフィックモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックモニタリングセッションをアクティブ化します。
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モニタリングセッションへのトラフィック送信元の追加

モニタリングセッションへのアップリンクソースポートの追加

この手順は、トラフィックモニタリングセッションのソースとしてイーサネットアップリン

クポートを追加する方法について説明します。ソースとしてファイバチャネルアップリンク

ポートを追加するには、ステップ 1で scope eth-uplinkコマンドの代わりに scope fc-uplinkコ
マンドを入力します。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコマンドモード

を開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのアップリンクファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのインター

フェイスコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソー

スとしてアップリンクポートを追加します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
create mon-srcsession-name

ステップ 4   

（任意）

モニタするトラフィックの方向を指定しま

す。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/interface/mon-src #
set direction {both | receive |
transmit}

ステップ 5   

方向を選択しない場合、デフォル

トの方向は Rxです。
（注）

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/interface/mon-src #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、モニタリングセッションのソースとしてファブリックAのスロット 2のイーサネット
アップリンクポート 3への入力トラフィックを追加し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
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UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # create mon-src Monitor23
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src* # set direction receive
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

モニタリングセッションへの vNIC または vHBA 発信元の追加

この手順では、トラフィックモニタリングセッションのソースとして vNICを追加する方法
について説明します。ソースとして vHBAを追加するには、ステップ 2で scope vnicコマンド
の代わりに scope vhbaコマンドを入力します。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。Switch-A# scope systemステップ 1   

VM管理モードを開始します。Switch-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   

（任意）

実行中の仮想マシンを表示します。

Switch-A /system/vm-mgmt # show
virtual-machine

ステップ 3   

ダイナミック vNICを含む仮想マシ
ンのコマンドモードを開始します。

Switch-A /system/vm-mgmt # scope
virtual-machine uuid

ステップ 4   

（任意）

vNICのMACアドレスを含む仮想マ
シンの詳細が表示されます。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine #
show expand

ステップ 5   

指定したMACアドレスの vNICコ
マンドモードを開始します。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine #
scope vnicmac-address

ステップ 6   

指定されたモニタリングセッション

のソースとして vNICを追加しま
す。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic
# create mon-src session-name

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

モニタするトラフィックの方向を指

定します。

Switch-A
/system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src
# set direction {both | receive | transmit}

ステップ 8   

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

Switch-A
/system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src
# commit-buffer

ステップ 9   

次の例では、モニタセッションのソースとしてダイナミック vNIC上の入力トラフィックを追加
し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope system
Switch-A /system # scope vm-mgmt
Switch-A /system/vm-mgmt # show virtual-machine
Virtual Machine:

UUID: 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Service Profile: org-root/ls-dsw-bld1-esx
Server: sys/chassis-1/blade-1
Status: Online

.

.

.
Switch-A /system/vm-mgmt # scope virtual-machine 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine # show expand
Virtual Machine:

UUID: 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Service Profile: org-root/ls-dsw-bld1-esx
Server: sys/chassis-1/blade-1
Status: Online

vNIC:
Name:
Status: Online
MAC Address: 00:50:56:B2:00:00

VIF:
Vif Id: 32772
Status: Online
Phys Fabric ID: B
Virtual Fabric:

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine # scope vnic 00:50:56:B2:00:00
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic # create mon-src Monitor23
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src* # set direction receive
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src* # commit-buffer

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。
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モニタリングセッションへの VLAN または VSAN 発信元の追加

この手順は、トラフィックモニタリングセッションのソースとして VLANを追加する方法に
ついて説明します。ソースとして VSANを追加するには、次の変更が必要です。

（注）

•ステップ 1で、scope fc-uplinkコマンドを scope eth-uplinkコマンドの代わりに入力しま
す。

•ステップ 3で、create vsanコマンドを create vlanコマンドの代わりに入力します。

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコマンドモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのアップリンクファブ

リックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ローカルVLANをソースとして追加す
る場合、この手順は必須です。ソース

としてグローバルなVLANを追加する
には、この手順を省略します。

（注）

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN ID
を指定し、アップリンク VLANモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソースと

して VLANを追加します。
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
create mon-src session-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/mon-src #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、イーサネットモニタリングセッションのソースとしてローカル VLANを追加し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan vlan23 23
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # create mon-src Monitor23
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UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

モニタリングセッションへのストレージポート送信元の追加

この手順では、ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションのソースとして

ファイバチャネルストレージポートを追加する方法について説明します。イーサネットトラ

フィックモニタリングセッションのソースとして FCoEストレージポートを追加するには、
ステップ 3で create interface fcコマンドの代わりに create interface fcoeコマンドを入力しま
す。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージポートのコマン

ドモードを開始します。

UCS-A# scope fc-storageステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネルス

トレージポートファブリックモードを開始し

ます。

UCS-A /fc-storage # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ファイバチャネルストレージポートインター

フェイスを作成し、インターフェイスコマン

ドモードを開始します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create
interface fc slot-numport-num

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソース

としてストレージポートを追加します。

UCS-A /fc-storage/fabric/fc # create
mon-src session-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファイバチャネルモニタリングセッションのソースとしてスロット 2のポート 3に
あるファイバチャネルストレージポートを追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric # create interface fc 2 3
UCS-A /fc-storage/fabric/fc* # create mon-src Monitor23
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UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

トラフィックモニタリングセッションのアクティブ化

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションをアクティブ化する方

法について説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションをアク

ティブにするには、次の変更が必要になります。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、scope eth-mon-sessionコマンドの代わりに scope fc-mon-sessionコマンド
を入力します。

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションを設定する。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタリングコ

マンドモードを開始します。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラフィックモ

ニタリングコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

指定した名前のトラフィックモニタリング

セッションのコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # scope
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トラフィックのモニタリングセッションを

イネーブルまたはディセーブルにします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session
# disable | enable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session
# commit-buffer

ステップ 5   
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アクティブ化すると、トラフィックモニタリングセッションは、トラフィックの送信元が設定さ

れるとすぐに宛先へのトラフィックの転送を開始します。

次の例では、イーサネットトラフィックモニタリングセッションをアクティブにし、トランザ

クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # scope eth-mon-session Monitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session # enable
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session # show

Ether Traffic Monitoring Session:
Name Admin State Oper State Oper State Reason
---------- ----------------- ------------ -----------------
Monitor33 Enabled Up Active

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session #

トラフィックモニタリングセッションの削除

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを削除する方法につい

て説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションを削除するには、

次の変更が必要です。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、delete eth-mon-sessionコマンドの代わりに delete fc-mon-sessionコマンド
を入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタリングコ

マンドモードを開始します。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラフィックモ

ニタリングコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

指定した名前のトラフィックモニタリング

セッションを削除します。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # delete
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   
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次に、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを削除し、トランザクションをコ

ミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # delete eth-mon-session Monitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric #
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第 2 章

ハードウェアのモニタリング

この章は、次の項で構成されています。

• ファンモジュールのモニタリング, 15 ページ

• 管理インターフェイスのモニタリング, 17 ページ

• ローカルストレージのモニタリング, 20 ページ

• グラフィックスカードサーバサポート, 27 ページ

• Transportable Flash Moduleとスーパーキャパシタの管理, 29 ページ

• TPMモニタリング, 31 ページ

ファンモジュールのモニタリング

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A# scope
chassischassis-num

ステップ 1   

シャーシ内のすべてのファンの環境ステータスを

表示します。

UCS-A /chassis # show
environment fan

ステップ 2   

これには次の情報が含まれます。

•全体のステータス

•運用性

•電源の状態

•温度ステータス
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目的コマンドまたはアクション

•しきい値ステータス

•電圧ステータス

指定したファンモジュールでモジュールシャー

シモードを開始します。

UCS-A /chassis # scope
fan-module tray-num
module-num

ステップ 3   

各シャーシには、1つのトレイが含まれ
るため、このコマンドのトレイ番号は常

に 1です。

（注）

指定したファンモジュールの環境ステータスを表

示します。

UCS-A /chassis/fan-module #
show [detail | expand]

ステップ 4   

次に、シャーシ 1のファンモジュールに関する情報を表示する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # show environment fan
Chassis 1:

Overall Status: Power Problem
Operability: Operable
Power State: Redundancy Failed
Thermal Status: Upper Non Recoverable

Tray 1 Module 1:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

Fan Module Stats:
Ambient Temp (C): 25.000000

Fan 1:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

Fan 2:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

Tray 1 Module 2:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

Fan Module Stats:
Ambient Temp (C): 24.000000
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Fan 1:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

Fan 2:
Threshold Status: OK
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Power State: On
Thermal Status: OK
Voltage Status: N/A

次に、シャーシ 1のファンモジュール 2に関する情報を表示する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope fan-module 1 2
UCS-A /chassis/fan-module # show detail
Fan Module:

Tray: 1
Module: 2
Overall Status: Operable
Operability: Operable
Threshold Status: OK
Power State: On
Presence: Equipped
Thermal Status: OK
Product Name: Fan Module for UCS 5108 Blade Server Chassis
PID: N20-FAN5
VID: V01
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): NWG14350B6N
HW Revision: 0
Mfg Date: 1997-04-01T08:41:00.000

管理インターフェイスのモニタリング

管理インターフェイスモニタリングポリシー

このポリシーは、ファブリックインターコネクトの mgmt0イーサネットインターフェイスのモ
ニタ方法を定義します。Cisco UCSによって管理インターフェイスの障害が検出されると、障害
レポートが生成されます。障害レポートの数が設定された数に達した場合、システムは管理イン

ターフェイスが使用不能であると見なし、障害を生成します。デフォルトでは、管理インターフェ

イスモニタリングポリシーは有効です。

影響を受ける管理インターフェイスが管理インスタンスであるファブリックインターコネクトに

属する場合、Cisco UCSは従属のファブリックインターコネクトのステータスがアップであるこ
と、それに対する現在のエラーのレポートが存在しないことを確認し、それからエンドポイント

への管理インスタンスを変更します。

影響を受けるファブリックインターコネクトが現在ハイアベイラビリティ設定のプライマリ内部

の場合、管理プレーンのフェールオーバーがトリガーされます。データプレーンは、フェール

オーバーの影響を受けません。

管理インターフェイスのモニタリングに関連している次のプロパティを設定できます。
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•管理インターフェイスのモニタに使用されるメカニズムのタイプ。

•管理インターフェイスのステータスをモニタする間隔。

•管理が使用できないと判断し障害メッセージを生成する前にシステムの失敗を許容するモニ
タリングの最大試行回数。

ファブリックインターコネクトの管理インターフェイスに障害が発生した場合、次のいずれ

かが発生したときは、管理インスタンスを変わらないことがあります。

重要

•従属ファブリックインターコネクト経由のエンドポイントへのパスが存在しない。

•従属ファブリックインターコネクトの管理インターフェイスが失敗した。

•従属ファブリックインターコネクト経由のエンドポイントへのパスが失敗した。

管理インターフェイスモニタリングポリシーの設定

手順

ステップ 1 モニタリングモードを開始します。
UCS-A# scope monitoring

ステップ 2 管理インターフェイスモニタリングポリシーをイネーブルにするか、ディセーブルにします。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy admin-state {enabled | disabled}

ステップ 3 システムがデータの記録の間で待機する秒数を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy poll-interval

90～ 300の整数を入力します。

ステップ 4 管理インターフェイスが使用できないと判断し障害メッセージを生成する前にシステムの失敗を

許容するモニタリングの最大試行回数を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy max-fail-reports num-mon-attempts

2～ 5の整数を入力します。

ステップ 5 システムが使用するモニタリングメカニズムを指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy monitor-mechanism {mii-status | ping-arp-targets |
ping-gateway

• mii-status：システムはメディア独立型インターフェイス（MII）のアベイラビリティをモニ
タします。

• ping-arp-targets：システムは Address Resolution Protocol（ARP）を使用して指定されたター
ゲットに pingを送信します。
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• ping-gateway：システムは管理インターフェイスでこの Cisco UCSドメインに指定されたデ
フォルトゲートウェイアドレスに pingを送信します。

ステップ 6 モニタリングメカニズムとして mii-statusを選択した場合、次のプロパティを設定します。
a) 前回の試行が失敗したとき、もう一度MIIからの応答を要求する前にシステムが待機する秒数
を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy mii-retry-interval num-seconds

3～ 10の範囲の整数を入力します。

b) インターフェイスが使用不能であるとシステムが判断するまでにシステムがMIIをポーリング
する回数を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy mii-retry-count num-retries

1～ 3の整数を入力します。

ステップ 7 モニタリングメカニズムとしてping-arp-targetsを選択した場合、次のプロパティを設定します。
a) システムが pingする最初の IPv4または IPv6アドレスを指定します。

UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy {arp-target1|ndisc-target1} {ipv4-addr|ipv6-addr}

IPv4アドレスに 0.0.0.0と入力すると、ARPターゲットが削除されます。または IPv6アドレス
の場合は N-discターゲットが削除されます。

b) システムが pingする第 2の IPv4または IPv6アドレスを指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy {arp-target2|ndisc-target2} {ipv4-addr|ipv6-addr}

IPv4アドレスに 0.0.0.0と入力すると、ARPターゲットが削除されます。または IPv6アドレス
の場合は N-discターゲットが削除されます。

c) システムが pingする第 3の IPv4または IPv6アドレスを指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy {arp-target3|ndisc-target3} {ipv4-addr|ipv6-addr}

IPv4アドレスに 0.0.0.0と入力すると、ARPターゲットが削除されます。または IPv6アドレス
の場合は N-discターゲットが削除されます。

ping IPv4 ARPまたは IPv6 Nディスクターゲットは、ファブリックインターコネク
トと同じサブネットまたはプレフィクスにそれぞれある必要があります。

（注）

d) ターゲット IPアドレスに送信する ARP要求の数を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy arp-requests num-requests

1～ 5の整数を入力します。

e) 使用不能と見なす前にシステムが ARPターゲットからの応答を待機する秒数を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy arp-deadline num-seconds

5～ 15の範囲内の数を入力してください。

ステップ 8 モニタリングメカニズムとして ping-gatewayを選択した場合、次のプロパティを設定します。
a) システムがゲートウェイに pingを実行する必要がある回数を指定します。

UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy ping-requests

1～ 5の整数を入力します。
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b) アドレスが使用不能であるとシステムが判断するまでゲートウェイからの応答を待機する秒数
を指定します。
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy ping-deadline

5～ 15の整数を入力します。

ステップ 9 UCS-A /monitoring # commit-buffer
トランザクションをシステムの設定にコミットします。

次に、メディア独立型インターフェイス（MII）モニタリングメカニズムを使用してモニタリン
グインターフェイス管理ポリシーを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # set mgmt-if-mon-policy admin-state enabled
UCS-A /monitoring* # set mgmt-if-mon-policy poll-interval 250
UCS-A /monitoring* # set mgmt-if-mon-policy max-fail-reports 2
UCS-A /monitoring* # set mgmt-if-mon-policy monitor-mechanism set mii-status
UCS-A /monitoring* # set mgmt-if-mon-policy mii-retry-count 3
UCS-A /monitoring* # set mgmt-if-mon-policy mii-retry-interval 7
UCS-A /monitoring* # commit-buffer
UCS-A /monitoring #

ローカルストレージのモニタリング
Cisco UCSでのローカルストレージのモニタリングでは、ブレードまたはラックサーバに物理的
に接続されているローカルストレージに関するステータス情報を提供します。これには、RAID
コントローラ、物理ドライブおよびドライブグループ、仮想ドライブ、RAIDコントローラバッ
テリ（BBU）、Transportable Flash Module（TFM）およびスーパーキャパシタ、FlexFlashコント
ローラおよび SDカードが含まれます。

Cisco UCSManagerは、アウトオブバンド（OOB）インターフェイスを使用して LSIMegaRAIDコ
ントローラおよびFlexFlashコントローラと直接通信するため、リアルタイムの更新が可能になり
ます。表示される情報には次のようなものがあります。

• RAIDコントローラステータスと再構築レート。

•物理ドライブのドライブの状態、電源状態、リンク速度、運用性およびファームウェアバー
ジョン。

•仮想ドライブのドライブの状態、運用性、ストリップのサイズ、アクセスポリシー、ドライ
ブのキャッシュおよびヘルス。

• BBUの運用性、それがスーパーキャパシタまたはバッテリであるか、および TFMに関する
情報。

LSIストレージコントローラは、スーパーキャパシタを備えた Transportable Flash Module
（TFM）を使用して RAIDキャッシュ保護を提供します。

• SDカードおよびFlexFlashコントローラに関する情報（RAIDのヘルスおよびRAIDの状態、
カードヘルスおよび運用性を含む）。

•再構築、初期化、再学習などストレージコンポーネント上で実行している操作の情報。
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CIMCのリブートまたはビルドのアップグレード後は、ストレージコンポー
ネント上で実行している操作のステータス、開始時刻および終了時刻が正し

く表示されない場合があります。

（注）

•すべてのローカルストレージコンポーネントの詳細な障害情報。

すべての障害は、[Faults]タブに表示されます。（注）

ローカルストレージモニタリングのサポート

サポートされるモニタリングのタイプは、Cisco UCSサーバによって異なります。

ローカルストレージモニタリングについてサポートされる Cisco UCSサーバ

Cisco UCS Managerを使用して、次のサーバについてローカルストレージコンポーネントをモニ
タできます。

• Cisco UCS B200 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B420 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B22 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B260 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS C460 M2ラックサーバ

• Cisco UCS C420 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C260 M2ラックサーバ

• Cisco UCS C240 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C220 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C24 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C22 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C220 M4ラックサーバ

• Cisco UCS C240 M4ラックサーバ

• Cisco UCS C460 M4ラックサーバ
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すべてのサーバがすべてのローカルストレージコンポーネントをサポートするわけではあり

ません。Cisco UCSラックサーバの場合は、マザーボードに組み込まれたオンボード SATA
RAID 0/1コントローラはサポートされません。

（注）

レガシーディスクドライブのモニタリングについてサポートされる Cisco UCSサーバ

レガシーディスクドライブモニタリングのみが、次のサーバで Cisco UCSManagerを介しサポー
トされます。

• Cisco UCS B200 M1/M2ブレードサーバ

• Cisco UCS B250 M1/M2ブレードサーバ

Cisco UCS Managerがディスクドライブをモニタするには、1064Eストレージコントローラ
は、パッケージバージョンが 2.0(1)以上の UCSバンドルに含まれるファームウェアレベルが
必要です。

（注）

ローカルストレージモニタリングの前提条件

これらの前提条件は、有益なステータス情報を提供するため行われるローカルストレージモニタ

リングやレガシーディスクドライブモニタリングの際に満たす必要があります。

•ドライブがサーバドライブベイに挿入されている必要があります。

•サーバの電源が投入されている。

•サーバが検出を完了している。

• BIOS POSTの完了結果が正常である。

レガシーディスクドライブのモニタリング

以下の情報は、B200 M1/M2および B250 M1/M2ブレードサーバにのみ適用されます。（注）

Cisco UCSのレガシーディスクドライブモニタリングにより、Cisco UCSドメイン内のサポート
対象ブレードサーバについて、ブレードに搭載されているディスクドライブのステータスがCisco
UCSManagerに提供されます。ディスクドライブモニタリングは、LSIファームウェアからCisco
UCS Managerへの単方向の障害信号により、ステータス情報を提供します。

次のサーバコンポーネントおよびファームウェアコンポーネントが、サーバ内のディスクドラ

イブステータスに関する情報の収集、送信、および集約を行います。
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•物理的なプレゼンスセンサー：ディスクドライブがサーバドライブベイに挿入されている
かどうかを調べます。

•物理的な障害センサー：ディスクドライブの LSIストレージコントローラファームウェア
からレポートされる操作可能性のステータスを調べます。

• IPMIディスクドライブの障害センサーおよびプレゼンスセンサー：センサーの結果をCisco
UCS Managerに送信します。

•ディスクドライブの障害 LED制御および関連する IPMIセンサー：ディスクドライブの障
害 LEDの状態（オン/オフ）を制御し、それらの状態を Cisco UCS Managerに伝えます。

フラッシュライフウェアレベルモニタリング

フラッシュライフウェアレベルモニタリングによって、ソリッドステートドライブの寿命をモ

ニタできます。フラッシュライフ残量の割合とフラッシュライフの状態の両方を表示できます。

ウェアレベルモニタリングは次の Cisco UCSブレードサーバのフュージョン IOメザニンカード
でサポートされます。

• Cisco UCS B22 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B420 M3ブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B260 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

ウェアレベルモニタリングの必須事項は次のとおりです。（注）

• Cisco UCS Managerがリリース 2.2(2a)以降である。

•フュージョン IOメザニンカードのファームウェアのバージョンが 7.1.15以降である。

Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2    
23

ハードウェアのモニタリング

フラッシュライフウェアレベルモニタリング



Flash 寿命ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモード

を開始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/server-idステップ 1   

RAIDコントローラの詳細を表示しま
す。

UCS-A /chassis/server # show
raid-controller detail expand

ステップ 2   

次に、サーバ 3の Flash寿命ステータスを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # show raid-controller detail expand

RAID Controller:
ID: 1
Type: FLASH
PCI Addr: 131:00.0
Vendor: Cisco Systems Inc
Model: UCSC-F-FIO-1205M
Serial: 1315D2B52
HW Rev: FLASH
Raid Support: No
OOB Interface Supported: No
Rebuild Rate: N/A
Controller Status: Unknown

Flash Life:
Flash Percentage: N/A
FLash Status: Error(244)

UCS-A /chassis/server #

ローカルストレージコンポーネントのステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/server-idステップ 1   

サーバのローカルおよび仮想ストレージ

の情報を表示します。

UCS-A /chassis/server # show inventory
storage

ステップ 2   
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次に、サーバ 2のローカルディスクステータスを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/2
UCS-A /chassis/server # show inventory storage
Server 1/2:

Name:
User Label:
Equipped PID: UCSB-B200-M3
Equipped VID: V01
Equipped Serial (SN): FCH16207KXG
Slot Status: Equipped
Acknowledged Product Name: Cisco UCS B200 M3
Acknowledged PID: UCSB-B200-M3
Acknowledged VID: V01
Acknowledged Serial (SN): FCH16207KXG
Acknowledged Memory (MB): 98304
Acknowledged Effective Memory (MB): 98304
Acknowledged Cores: 12
Acknowledged Adapters: 1
Motherboard:

Product Name: Cisco UCS B200 M3
PID: UCSB-B200-M3
VID: V01
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): FCH16207KXG
HW Revision: 0

RAID Controller 1:
Type: SAS
Vendor: LSI Logic Symbios Logic
Model: LSI MegaRAID SAS 2004 ROMB
Serial: LSIROMB-0
HW Revision: B2
PCI Addr: 01:00.0
Raid Support: RAID0, RAID1
OOB Interface Supported: Yes
Rebuild Rate: 31
Controller Status: Optimal

Local Disk 1:
Product Name: 146GB 6Gb SAS 10K RPM SFF HDD/hot plug/drive sled mounted
PID: A03-D146GA2
VID: V01
Vendor: SEAGATE
Model: ST9146803SS
Vendor Description: Seagate Technology LLC
Serial: 3SD31S4X
HW Rev: 0
Block Size: 512
Blocks: 285155328
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason: N/A
Presence: Equipped
Size (MB): 139236
Drive State: Online
Power State: Active
Link Speed: 6 Gbps
Device Type: HDD

Local Disk 2:
Product Name: 600G AL12SE SAS Hard Disk Drive
PID: A03-D600GA2
VID: V01
Vendor: TOSHIBA
Model: MBF2600RC
Vendor Description: Toshiba Corporation
Serial: EA00PB109T4A
HW Rev: 0
Block Size: 512
Blocks: 1169920000
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason: N/A
Presence: Equipped
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Size (MB): 571250
Drive State: Online
Power State: Active
Link Speed: 6 Gbps
Device Type: HDD

Local Disk Config Definition:
Mode: RAID 1 Mirrored
Description:
Protect Configuration: No

Virtual Drive 0:
Type: RAID 1 Mirrored
Block Size: 512
Blocks: 285155328
Operability: Operable
Presence: Equipped
Size (MB): 139236
Lifecycle: Allocated
Drive State: Optimal
Strip Size (KB): 64
Access Policy: Read Write
Read Policy: Normal
Configured Write Cache Policy: Write Through
Actual Write Cache Policy: Write Through
IO Policy: Direct
Drive Cache: No Change
Bootable: False

UCS-A /chassis/server #

ディスクドライブのステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモー

ドを開始します。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

サーバシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A /chassis # scope server server-numステップ 2   

RAIDコントローラサーバシャー
シモードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope raid-controller
raid-contr-id {sas | sata}

ステップ 3   

UCS-A /chassis/server/raid-controller # show
local-disk [local-disk-id | detail | expand]

ステップ 4   

次の例は、ディスクドライブのステータスを示しています。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope server 6
UCS-A /chassis/server # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/server/raid-controller # show local-disk 1

Local Disk:
ID: 1
Block Size: 512
Blocks: 60545024
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Size (MB): 29563
Operability: Operable
Presence: Equipped

RAID コントローラ動作の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/server-idステップ 1   

RAIDコントローラの長期実行動作が表
示されます。

UCS-A /chassis/server # show
raid-controller operation

ステップ 2   

次に、サーバ 3の RAIDコントローラ動作を表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # show raid-controller operation

Name: Rebuild
Affected Object: sys/chassis-1/blade-3/board/storage-SAS-1/disk-1
State: In Progress
Progress: 4
Start Time: 2013-11-05T12:02:10.000
End Time: N/A

UCS-A /chassis/server #

グラフィックスカードサーバサポート
Cisco UCS Managerを使用すると、特定のグラフィックスカードやコントローラのプロパティを
表示できます。グラフィックスカードは、次のサーバでサポートされています。

• Cisco UCS C240 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C460 M4ラックサーバ

• Cisco UCS B200M4ブレードサーバ

特定のNVIDIAグラフィックス処理ユニット（GPU）では、エラー訂正コード（ECC）とvGPU
は同時にサポートされません。それぞれの GPUについて NVIDIAから公開されているリリー
スノートを参照して、ECCと vGPUが同時にサポートされるかどうかを確認することをお勧
めします。

（注）
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グラフィックスカードのプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始

します。

UCS-A# scope serverblade-idステップ 1   

グラフィックスカードに関する情報を

表示します。

UCS-A /server # show graphics-card
detail

ステップ 2   

次に、サーバ 1のグラフィックスカードのプロパティを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1
UCS-A /server # show graphics-card

Graphics Card:
ID Slot Id Is Supported Firmware Version
--- ---------- ------------ ----------------
1 5 Yes 80.07.6D.00.13|2401.0502.00.02

UCS-A /server # show graphics-card detail

Graphics Card:
ID: 1
Slot Id: 5
Is Supported: Yes
Vendor: nVidia Corporation
Model: Nvidia GRID K1 P2401-502
Serial: NA
Firmware Version: 80.07.6D.00.13|2401.0502.00.02

UCS-A /server #

グラフィックスコントローラのプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope serverblade-idステップ 1   

指定したグラフィックスカードのグラ

フィックスカードモードを開始します。

UCS-A /server # scope
graphics-cardcard-id

ステップ 2   

グラフィックスコントローラに関する情

報を表示します。

UCS-A /server/graphics-card # show
graphics-controller detail

ステップ 3   
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次に、サーバ 1にあるグラフィックスカード 1のグラフィックスコントローラのプロパティを表
示する例を示します。

UCS-A# scope server 1
UCS-A /server # scope graphics-card 1
UCS-A /server/graphics-card # show graphics-controller detail
Graphics Controller:

ID: 1
Pci Address: 07:00.0

ID: 2
Pci Address: 08:00.0

UCS-A /server/graphics-card #

Transportable Flash Module とスーパーキャパシタの管理
LSIストレージコントローラは、スーパーキャパシタを備えたTransportable FlashModule（TFM）
を使用してRAIDキャッシュ保護を提供します。Cisco UCSManagerを使用すると、これらのコン
ポーネントをモニタしてバッテリバックアップユニット（BBU）の状態を決定できます。BBU
の動作状態は次のいずれかになります。

• [Operable]：BBUは正常に動作しています。

• [Inoperable]：TFMまたはBBUが欠落している、またはBBUに障害が発生しており交換する
必要があります。

• [Degraded]：BBUに障害が発生すると予測されます。

TFMおよびスーパーキャパシタ機能は Cisco UCS Manager Release 2.1(2)以降でサポートされてい
ます。

TFM とスーパーキャパシタの注意事項および制約事項

TFM とスーパーキャパシタの制約事項

• CiscoUCSB420M3ブレードサーバのTFMおよびスーパーキャパシタのCIMCセンサーは、
Cisco UCS Managerによってポーリングされません。

• TFMおよびスーパーキャパシタがCiscoUCSB420M3ブレードサーバに搭載されていない、
または搭載後にブレードサーバから取り外した場合、障害は生成されません。

• TFMは Cisco UCS B420 M3ブレードサーバに搭載されていないが、スーパーキャパシタが
搭載されている場合、Cisco UCS Managerによって BBUシステム全体が欠落していると報告
されます。TFMとスーパーキャパシタの両方がブレードサーバに存在することを物理的に
確認する必要があります。

TFM およびスーパーキャパシタについてサポートされる Cisco UCSサーバ

次の Cisco UCSサーバは TFMおよびスーパーキャパシタをサポートしています。

• Cisco UCS B420 M3ブレードサーバ
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• Cisco UCS C22 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C24 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C220 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C240 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C420 M3ラックサーバ

• Cisco UCS C460 M4ラックサーバ

RAID バッテリステータスのモニタリング
この手順は、RAID設定および TFMをサポートする Cisco UCSサーバにのみ該当します。BBUに
障害が発生した場合、または障害が予測される場合には、そのユニットをできるだけ早く交換す

る必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモード

を開始します。

UCS-A # scope chassischassis-numステップ 1   

サーバシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A /chassis #scope serverserver-numステップ 2   

RAIDコントローラサーバシャーシ
モードを開始します。

UCS-A /chassis/server # scope
raid-controllerraid-contr-id {flash | sas |
sata | sd | unknown}

ステップ 3   

RAIDバッテリステータスを表示しま
す。

UCS-A /chassis/server/raid-controller #
show raid-battery expand

ステップ 4   

この例では、サーバのバッテリバックアップユニットに関する情報を表示する方法を示します。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A /chassis #scope server 3
UCS-A /chassis/server #scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/server/raid-controller # show raid-battery expand
RAID Battery:

Battery Type: Supercap
Presence: Equipped
Operability: Operable
Oper Qualifier Reason:
Vendor: LSI
Model: SuperCaP
Serial: 0
Capacity Percentage: Full
Battery Temperature (C): 54.000000

Transportable Flash Module:
Presence: Equipped
Vendor: Cisco Systems Inc
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Model: UCSB-RAID-1GBFM
Serial: FCH164279W6

TPM モニタリング
トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、すべての Cisco UCSM3ブレードサーバ
とラックマウントサーバに搭載されています。オペレーティングシステムでの暗号化に TPMを
使用することができます。たとえば、Microsoftの BitLockerドライブ暗号化は Cisco UCSサーバ
上で TPMを使用して暗号キーを保存します。

Cisco UCS Managerでは、TPMが存在しているか、有効またはアクティブになっているかどうか
を含めた TPMのモニタリングが可能です。

TPM のプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server
chassis-id/server-id

ステップ 1   

指定された TPM IDの TPMモードを開
始します。

UCS-A /chassis/server # scope tpm
tpm-id

ステップ 2   

TPMプロパティを表示します。UCS-A /chassis/server/tpm # showステップ 3   

TPMプロパティの詳細を表示します。UCS-A /chassis/server/tpm# showdetailステップ 4   

次の例では、シャーシ 1のブレード 3の TPMのプロパティを表示する方法を示します。
UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # scope tpm 1
UCS-A /chassis/server/tpm # show

Trusted Platform Module:
Presence: Equipped
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned

UCS-A /chassis/server/tpm # show detail

Trusted Platform Module:
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned
Tpm Revision: 1
Model: UCSX-TPM1-001
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial: FCH16167DBJ

UCS-A /chassis/server/tpm #
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第 3 章

統計関連ポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• 統計情報収集ポリシーの設定, 33 ページ

• 統計情報しきい値ポリシーの設定, 35 ページ

統計情報収集ポリシーの設定

統計情報収集ポリシー

統計情報収集ポリシーは、統計情報を収集する頻度（収集インターバル）、および統計情報を報

告する頻度（報告インターバル）を定義します。報告インターバル中に複数の統計データポイン

トが収集できるように、報告インターバルは収集インターバルよりも長くなります。これにより、

最小値、最大値、平均値を計算して報告するために十分なデータが Cisco UCS Managerに提供さ
れます。

NIC統計情報の場合、CiscoUCSManagerは最後の統計情報収集以降の平均値、最小値、最大値の
変化を表示します。値が 0の場合、最後の収集以降変化はありません。

統計情報は、Cisco UCSシステムの次の 5種類の機能エリアについて収集し、報告できます。

•アダプタ：アダプタ関連統計情報

•シャーシ：シャーシ関連統計情報

•ホスト：このポリシーは、将来サポートされる機能のためのプレースホルダです

•ポート：サーバポート、アップリンクイーサネットポート、およびアップリンクファイバ
チャネルポートを含むポートに関連した統計情報

•サーバ：サーバ関連統計情報
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Cisco UCS Managerには、5つの機能エリアそれぞれについて、デフォルト統計情報収集ポリ
シーが 1つずつあります。追加で統計情報収集ポリシーを作成できません。また、既存のデ
フォルトポリシーを削除できません。デフォルトポリシーを変更することだけが可能です。

Cisco UCS Managerでデルタカウンタに表示される値は、収集間隔での最後の 2つのサンプル
間の差異として算出された値です。さらに、Cisco UCS Managerには、収集間隔のサンプルの
平均、最小、最大の各デルタ値が表示されます。

（注）

統計情報収集ポリシーの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

指定されたポリシータイプの統計情

報収集ポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A/monitoring # scope
stats-collection-policy {adapter | chassis |
host | port | server}

ステップ 2   

統計情報をシステムから収集する間

隔を指定します。

UCS-A /monitoring/stats-collection-policy #
set collection-interval {1minute | 2minutes
| 30seconds | 5minutes}

ステップ 3   

収集された統計情報の報告間隔を指

定します。

UCS-A /monitoring/stats-collection-policy #
set reporting-interval {15minutes |
30minutes | 60minutes}

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A /monitoring/stats-collection-policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ポートの統計情報収集ポリシーを作成し、収集間隔を 1分、レポート間隔を 30分に設
定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope stats-collection-policy port
UCS-A /monitoring/stats-collection-policy* # set collection-interval 1minute
UCS-A /monitoring/stats-collection-policy* # set reporting-interval 30minutes
UCS-A /monitoring/stats-collection-policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/stats-collection-policy #
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統計情報しきい値ポリシーの設定

統計情報しきい値ポリシー

統計情報しきい値ポリシーは、システムの特定の側面についての統計情報をモニタし、しきい値

を超えた場合にはイベントを生成します。最小値と最大値の両方のしきい値を設定できます。た

とえば、CPUの温度が特定の値を超えた場合や、サーバを過度に使用していたり、サーバの使用
に余裕がある場合には、アラームを発生するようにポリシーを設定できます。

これらのしきい値ポリシーが、CIMCなどのエンドポイントに適用される、ハードウェアやデバ
イスレベルのしきい値を制御することはありません。このしきい値は、製造時にハードウェアコ

ンポーネントに焼き付けられます。

Cisco UCSを使用して、次のコンポーネントに対して統計情報のしきい値ポリシーを設定できま
す。

•サーバおよびサーバコンポーネント

•アップリンクのイーサネットポート

•イーサネットサーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクト

•ファイバチャネルポート

イーサネットサーバポート、アップリンクのイーサネットポート、またはアップリンクの

ファイバチャネルポートには、統計情報のしきい値ポリシーを作成したり、削除できません。

既存のデフォルトポリシーの設定だけを行うことができます。

（注）

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシー設定

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameとして /を
入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定された統計情報しきい値ポリシーを作成し、

組織統計情報しきい値ポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # create
stats-threshold-policypolicy-name

ステップ 2   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/stats-threshold-policy
# set descrdescription

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句

読点が含まれている場合、説明を引用

符で括る必要があります。引用符は、

showコマンド出力の説明フィールドに
は表示されません。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、ServStatsPolicyという名前のサーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値
ポリシーを作成し、ポリシーに説明を加え、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create stats-threshold-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/stats-threshold-policy* # set descr "Server stats threshold policy."
UCS-A /org/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/stats-threshold-policy #

次の作業

統計情報しきい値ポリシーに 1つ以上のポリシークラスを設定します。詳細については、「サー
バおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシークラスの設定, （37ページ）」を
参照してください。

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
として /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定された統計情報しきい値ポリシーを削除

します。

UCS-A /org # delete
stats-threshold-policy policy-name

ステップ 2   

   Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2
36

統計関連ポリシーの設定

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシー設定



目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、ServStatsPolicyという名前のサーバおよびサーバコンポーネント統計情報しきい値ポ
リシーを削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # delete stats-threshold-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシークラスの設定

はじめる前に

ポリシークラスを含むことになるサーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリ

シーの設定や識別を実行します。詳細については、「サーバおよびサーバコンポーネントの統計

情報しきい値ポリシーの設定, （35ページ）」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameとして /を
入力します。

UCS-A# scope org org-nameステッ

プ 1   

組織統計情報しきい値ポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope
stats-threshold-policy policy-name

ステッ

プ 2   

指定された統計情報しきい値ポリシークラスを

作成し、組織統計情報しきい値ポリシークラス

UCS-A /org/stats-threshold-policy #
create class class-name

ステッ

プ 3   
モードを開始します。class-name引数は、設定さ
れている特定の統計情報しきい値ポリシーに使用

できるクラス名キーワードのいずれかになりま

す。使用可能なクラス名キーワードのリストを表

示するには、create class ?コマンドを組織統計情
報しきい値ポリシーモードで入力します。

統計情報しきい値ポリシーには複数の

クラスを設定できます。

（注）

指定された統計情報しきい値ポリシークラスプ

ロパティを作成し、組織統計情報しきい値ポリ

UCS-A /org/stats-threshold-policy /class
# create property property-name

ステッ

プ 4   
シークラスプロパティモードを開始します。

property-name引数は、設定されている特定の統
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目的コマンドまたはアクション

計情報しきい値ポリシークラスに使用できるプ

ロパティ名キーワードのいずれかになります。使

用可能なプロパティ名キーワードのリストを表示

するには、create property ?コマンドを組織統計
情報しきい値ポリシークラスモードで入力しま

す。

ポリシークラスには複数のプロパティ

を設定できます。

（注）

クラスプロパティに通常値を指定します。value
の形式は、設定しているクラスプロパティによっ

UCS-A
/org/stats-threshold-policy/class/property
# set normal-value value

ステッ

プ 5   
て異なる場合があります。必要な形式を確認する

には、set normal-value ?コマンドを組織統計情
報しきい値ポリシークラスプロパティモードで

入力します。

クラスプロパティに、指定したしきい値を作成

し、組織統計情報しきい値ポリシークラスプロ

パティしきい値モードを開始します。

UCS-A /org/stats-threshold-policy
/class/property # create threshold-value
{above-normal | below-normal}
{cleared | condition | critical | info |
major |minor | warning}

ステッ

プ 6   

クラスプロパティに対して複数のしき

い値を設定できます。

（注）

降格または昇格のクラスプロパティしきい値を

指定します。valueの形式は、設定されているク
UCS-A /org/stats-threshold-policy
/class/property/threshold-value # set
{deescalating | escalating} value

ステッ

プ 7   
ラスプロパティしきい値によって異なる場合が

あります。必要な形式を確認するには、set
deescalating ?または set escalating ?コマンドを
組織統計情報しきい値ポリシークラスプロパティ

しきい値モードで入力します。

降格と昇格の両方のクラスプロパティ

しきい値を指定できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/stats-threshold-policy
/class/property/threshold-value #
commit-buffer

ステッ

プ 8   

次の例は、CPU統計情報のサーバおよびサーバコンポーネント統計情報しきい値ポリシークラス
を作成し、CPU温度プロパティを作成し、通常の CPU温度を摂氏 48.5度に指定し、通常超えの
警告しきい値摂氏 50度を作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope stats-threshold-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/stats-threshold-policy* # create class cpu-stats
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class* # create property cpu-temp
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 48.5
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value above-normal
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warning
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating 50.0
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer
UCS-A /org/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value #

サーバおよびサーバコンポーネントの統計情報しきい値ポリシークラスの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
として /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定された統計情報しきい値ポリシーを入

力します。

UCS-A /org # scope
stats-threshold-policy policy-name

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリシークラス

をポリシーから削除します。

UCS-A /org/stats-threshold-policy #
delete class class-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/stats-threshold-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、CPU統計情報のサーバおよびサーバコンポーネント統計情報しきい値ポリシークラス
を削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope stats-threshold-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/stats-threshold-policy* # delete class cpu-stats
UCS-A /org/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/stats-threshold-policy #

アップリンクイーサネットポートの統計情報しきい値ポリシー設定

アップリンクイーサネットポートの統計情報しきい値ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンク統計情報しきい値ポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

アップリンクイーサネットポート統計情

報しきい値ポリシーの作成（または削除）

は実行できません。既存のデフォルトポ

リシーに入る（スコープを設定する）こ

とだけが可能です。

（注）

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
# set descr description

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句読

点が含まれている場合、説明を引用符で

括る必要があります。引用符は、showコ
マンド出力の説明フィールドには表示さ

れません。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、デフォルトアップリンクイーサネットポートしきい値ポリシーに入り、ポリシーの

説明を記入し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy* # set descr "Uplink Ethernet port stats threshold
policy."
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy #

次の作業

統計情報しきい値ポリシーに 1つ以上のポリシークラスを設定します。詳細については、「アッ
プリンクイーサネットポートの統計情報しきい値ポリシークラスの設定, （40ページ）」を参
照してください。

アップリンクイーサネットポートの統計情報しきい値ポリシークラスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンク統計情報しきい値ポリシー

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定された統計情報しきい値ポリシークラスを作成

し、イーサネットアップリンク統計情報しきい値ポリ

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
# create class class-name

ステップ 3   

シークラスモードを開始します。class-name引数は、
設定されている特定の統計情報しきい値ポリシーに使

用できるクラス名キーワードのいずれかになります。

使用可能なクラス名キーワードのリストを表示するに

は、create class ?コマンドをイーサネットアップリン
ク統計情報しきい値ポリシーモードで入力します。

統計情報しきい値ポリシーには複数のクラス

を設定できます。

（注）

指定された統計情報しきい値ポリシークラスプロパ

ティを作成し、イーサネットアップリンク統計情報し

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
/class # create property
property-name

ステップ 4   

きい値ポリシークラスプロパティモードを開始しま

す。property-name引数は、設定されている特定の統計
情報しきい値ポリシークラスに使用できるプロパティ

名キーワードのいずれかになります。使用可能なプロ

パティ名キーワードのリストを表示するには、create
property ?コマンドをイーサネットアップリンク統計
情報しきい値ポリシークラスモードで入力します。

ポリシークラスには複数のプロパティを設

定できます。

（注）

クラスプロパティに通常値を指定します。valueの形式
は、設定しているクラスプロパティによって異なる場

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
/class/property # set
normal-value value

ステップ 5   

合があります。必要な形式を確認するには、set
normal-value ?コマンドをイーサネットアップリンク
統計情報しきい値ポリシークラスプロパティモード

で入力します。

クラスプロパティに、指定したしきい値を作成し、

イーサネットアップリンク統計情報しきい値ポリシー

クラスプロパティしきい値モードを開始します。

UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
/class/property # create
threshold-value {above-normal

ステップ 6   

クラスプロパティに対して複数のしきい値

を設定できます。

（注）| below-normal} {cleared |
condition | critical | info |major
|minor | warning}

降格または昇格のクラスプロパティしきい値を指定し

ます。valueの形式は、設定されているクラスプロパ
UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy
/class/property/threshold-value #

ステップ 7   

ティしきい値によって異なる場合があります。必要な
set {deescalating | escalating}
value 形式を確認するには、set deescalating ?または set

escalating ?コマンドをイーサネットアップリンク統計
情報しきい値ポリシークラスプロパティしきい値モー

ドで入力します。
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目的コマンドまたはアクション

降格と昇格の両方のクラスプロパティしき

い値を指定できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/eth-uplink/stats-threshold-policy

ステップ 8   

/class/property/threshold-value #
commit-buffer

次の例は、イーサネットエラー統計情報のアップリンクイーサネットポート統計情報しきい値

ポリシークラスを作成し、巡回冗長検査（CRC）エラーカウントプロパティを作成し、各ポー
リング間隔の通常の CRCエラーカウントを 1000に指定し、通常超えの警告しきい値 1250を作
成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy* # create class ether-error-stats
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class* # create property crc-delta
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 1000
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value above-normal
warning
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating
1250
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value #

アップリンクイーサネットポートの統計情報しきい値ポリシークラスの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンク統計情報しき

い値ポリシーモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリシークラ

スをポリシーから削除します。

UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy
# delete class class-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次に、イーサネットエラー統計情報のアップリンクイーサネットポート統計情報しきい値ポリ

シークラスを削除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope stats-threshold-policy default
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UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy # delete class ether-error-stats
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/stats-threshold-policy #

サーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトの

統計情報しきい値ポリシー設定

サーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトの統計情報しきい

値ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ統計情報しきい値ポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A /eth-server # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

サーバポート、シャーシ、およびファブ

リックインターコネクトの統計情報しき

い値ポリシーの作成（または削除）はでき

ません。既存のデフォルトポリシーに入

る（スコープを設定する）ことだけが可能

です。

（注）

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
# set descr description

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句読点

が含まれている場合、説明を引用符で括る

必要があります。引用符は、showコマン
ド出力の説明フィールドには表示されませ

ん。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、デフォルトのサーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクト統計情

報しきい値ポリシーに入り、ポリシーの説明を記入し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy* # set descr "Server port, chassis, and fabric
interconnect stats threshold policy."
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy #
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次の作業

統計情報しきい値ポリシーに 1つ以上のポリシークラスを設定します。詳細については、「サー
バポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトの統計情報しきい値ポリシークラ

スの設定, （44ページ）」を参照してください。

サーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトの統計情報しきい

値ポリシークラスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ統計情報しきい値ポリシーモード

を開始します。

UCS-A /eth-server # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

指定された統計情報しきい値ポリシークラスを作成

し、イーサネットサーバ統計情報しきい値ポリシーク

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
# create class class-name

ステップ 3   

ラスモードを開始します。class-name引数は、設定さ
れている特定の統計情報しきい値ポリシーに使用でき

るクラス名キーワードのいずれかになります。使用可

能なクラス名キーワードのリストを表示するには、

create class ?コマンドをイーサネットサーバ統計情報
しきい値ポリシーモードで入力します。

統計情報しきい値ポリシーには複数のクラス

を設定できます。

（注）

指定された統計情報しきい値ポリシークラスプロパ

ティを作成し、サーバアップリンク統計情報しきい値

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
/class # create property
property-name

ステップ 4   

ポリシークラスプロパティモードを開始します。

property-name引数は、設定されている特定の統計情報
しきい値ポリシークラスに使用できるプロパティ名

キーワードのいずれかになります。使用可能なプロパ

ティ名キーワードのリストを表示するには、create
property ?コマンドをイーサネットサーバ統計情報し
きい値ポリシークラスモードで入力します。

ポリシークラスには複数のプロパティを設定

できます。

（注）

クラスプロパティに通常値を指定します。valueの形式
は、設定しているクラスプロパティによって異なる場

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
/class/property # set
normal-value value

ステップ 5   

合があります。必要な形式を確認するには、set
normal-value ?コマンドをイーサネットサーバ統計情
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目的コマンドまたはアクション

報しきい値ポリシークラスプロパティモードで入力

します。

クラスプロパティに、指定したしきい値を作成し、

イーサネットサーバ統計情報しきい値ポリシークラス

プロパティしきい値モードを開始します。

UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
/class/property # create
threshold-value {above-normal

ステップ 6   

クラスプロパティに対して複数のしきい値を

設定できます。

（注）| below-normal} {cleared |
condition | critical | info |major
|minor | warning}

降格または昇格のクラスプロパティしきい値を指定し

ます。valueの形式は、設定されているクラスプロパ
UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy
/class/property/threshold-value

ステップ 7   

ティしきい値によって異なる場合があります。必要な
# set {deescalating |
escalating} value 形式を確認するには、set deescalating ?または set

escalating ?コマンドをイーサネットサーバ統計情報し
きい値ポリシークラスプロパティしきい値モードで入

力します。

降格と昇格の両方のクラスプロパティしきい

値を指定できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/eth-server/stats-threshold-policy

ステップ 8   

/class/property/threshold-value
# commit-buffer

次の例は、シャーシ統計情報にサーバポート、シャーシ、ファブリックインターコネクト統計情

報しきい値ポリシークラスを作成し、入力電力（W）プロパティを作成し、通常電力を 8 kWに
指定し、通常超えの警告しきい値 11 kWを作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy* # create class chassis-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class* # create property input-power
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 8000.0
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value above-normal
warning
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating
11000.0
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value #
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サーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトの統計情報しきい

値ポリシークラスの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ統計情報しきい値ポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリシークラ

スをポリシーから削除します。

UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy
# delete class class-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、シャーシ統計情報のファブリックインターコネクト統計情報しきい値ポリシークラ

ス、シャーシ、サーバポートを削除し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy* # delete class chassis-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy #

ファイバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシー設定

ファイバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

ファイバチャネルアップリンク統計情報しきい値ポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

   Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2
46

統計関連ポリシーの設定

ファイバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシー設定



目的コマンドまたはアクション

アップリンクファイバチャネルポート統

計情報しきい値ポリシーの作成（または削

除）は実行できません。既存のデフォルト

ポリシーに入る（スコープを設定する）こ

とだけが可能です。

（注）

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
# set descr description

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句読点

が含まれている場合、説明を引用符で括る

必要があります。引用符は、showコマン
ド出力の説明フィールドには表示されませ

ん。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、デフォルトアップリンクファイバチャネルポート統計情報しきい値ポリシーに入り、

ポリシーの説明を記入し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy* # set descr "Uplink Fibre Channel stats threshold
policy."
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy #

次の作業

統計情報しきい値ポリシーに 1つ以上のポリシークラスを設定します。詳細については、「ファ
イバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシークラスの設定, （47ページ）」を参照してく
ださい。

ファイバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシークラスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

ファイバチャネルアップリンク統計情報しきい値ポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定された統計情報しきい値ポリシークラスを作成し、

ファイバチャネルアップリンク統計情報しきい値ポリ

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
# create class class-name

ステップ 3   

シークラスモードを開始します。class-name引数は、
設定されている特定の統計情報しきい値ポリシーに使用

できるクラス名キーワードのいずれかになります。使用

可能なクラス名キーワードのリストを表示するには、

create class ?コマンドをファイバチャネルアップリン
ク統計情報しきい値ポリシーモードで入力します。

統計情報しきい値ポリシーには複数のクラス

を設定できます。

（注）

指定された統計情報しきい値ポリシークラスプロパティ

を作成し、ファイバチャネルアップリンク統計情報し

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
/class # create property
property-name

ステップ 4   

きい値ポリシークラスプロパティモードを開始しま

す。property-name引数は、設定されている特定の統計
情報しきい値ポリシークラスに使用できるプロパティ

名キーワードのいずれかになります。使用可能なプロパ

ティ名キーワードのリストを表示するには、create
property ?コマンドをファイバチャネルアップリンク
統計情報しきい値ポリシークラスモードで入力します。

ポリシークラスには複数のプロパティを設定

できます。

（注）

クラスプロパティに通常値を指定します。valueの形式
は、設定しているクラスプロパティによって異なる場

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
/class/property # set
normal-value value

ステップ 5   

合があります。必要な形式を確認するには、set
normal-value ?コマンドをファイバチャネルアップリ
ンク統計情報しきい値ポリシークラスプロパティモー

ドで入力します。

クラスプロパティに、指定したしきい値を作成し、ファ

イバチャネルアップリンク統計情報しきい値ポリシー

クラスプロパティしきい値モードを開始します。

UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
/class/property # create
threshold-value

ステップ 6   

クラスプロパティに対して複数のしきい値を

設定できます。

（注）{above-normal |
below-normal} {cleared |
condition | critical | info |
major |minor | warning}

降格または昇格のクラスプロパティしきい値を指定し

ます。valueの形式は、設定されているクラスプロパ
UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy
/class/property/threshold-value

ステップ 7   

ティしきい値によって異なる場合があります。必要な形
# set {deescalating |
escalating} value 式を確認するには、set deescalating ?または set escalating

?コマンドをファイバチャネルアップリンク統計情報
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目的コマンドまたはアクション

しきい値ポリシークラスプロパティしきい値モードで

入力します。

降格と昇格の両方のクラスプロパティしきい

値を指定できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/fc-uplink/stats-threshold-policy

ステップ 8   

/class/property/threshold-value
# commit-buffer

次の例は、ファイバチャネル統計情報にアップリンクファイバチャネルポート統計情報しきい

値ポリシークラスを作成し、平均受信バイトプロパティを作成し、通常の各ポーリング間隔の平

均受信バイト数を 150MBに指定し、通常超えの警告しきい値 200MBを作成し、トランザクショ
ンをコミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink* # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy* # create class fc-stats
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class* # create property bytes-rx-avg
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 150000000
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value above-normal
warning
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating
200000000
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value #

アップリンクファイバチャネルポートの統計情報しきい値ポリシークラスの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを

開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

ファイバチャネルアップリンク統計情報

しきい値ポリシーモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope
stats-threshold-policy default

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリシークラ

スをポリシーから削除します。

UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy
# delete class class-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy
# commit-buffer

ステップ 4   
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次に、ファイバチャネル統計情報のアップリンクファイバチャネルポート統計情報しきい値ポ

リシークラスを削除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy # delete class fc-stats
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/stats-threshold-policy #
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第 4 章

Call Home の設定

この章は、次の項で構成されています。

• Call Home, 51 ページ

• Call Homeの考慮事項とガイドライン, 53 ページ

• Cisco UCSの障害と Call Homeの重大度, 54 ページ

• Cisco Smart Call Home, 55 ページ

• Anonymous Reporting, 56 ページ

• Call Homeの設定, 56 ページ

• Call Homeのディセーブル化, 59 ページ

• Call Homeのイネーブル化, 59 ページ

• システムインベントリメッセージの設定, 60 ページ

• Call Homeプロファイルの設定, 61 ページ

• テスト Call Homeアラートの送信, 65 ページ

• Call Homeポリシーの設定, 66 ページ

• Anonymous Reportingの設定, 70 ページ

• 例：Smart Call Home用の Call Homeの設定, 73 ページ

Call Home
Call Homeでは、重要なシステムポリシーに対して電子メールベースの通知が提供されます。ポ
ケットベルサービスや XMLベースの自動化された解析アプリケーションとの互換性のために、
さまざまなメッセージフォーマットが用意されています。この機能を使用して、ネットワーク

サポートエンジニアにポケットベルで連絡したり、ネットワークオペレーションセンターに電
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子メールを送信したりできます。また、Cisco Smart Call Homeサービスを使用して TACのケース
を生成できます。

CallHome機能では、診断情報および環境の障害とイベントに関する情報が含まれるアラートメッ
セージを配信できます。

Call Home機能では、複数の受信者（Call Home宛先プロファイルと呼びます）にアラートを配信
できます。各プロファイルには、設定可能なメッセージフォーマットとコンテンツカテゴリが

含まれます。 Cisco TACへアラートを送信するための宛先プロファイルが事前に定義されていま
すが、独自の宛先プロファイルを定義することもできます。

メッセージを送信するように Call Homeを設定すると、Cisco UCS Managerは CLIの適切な show
コマンドを実行し、そのコマンドの出力をメッセージに添付します。

Cisco UCSでは、Call Homeメッセージが次のフォーマットで配信されます。

• 1または 2行で障害を説明する、ポケットベルや印刷レポートに適したショートテキスト
フォーマット。

•詳細な情報を十分に書式が整えられたメッセージで提供する、ユーザが読むのに適したフル
テキストフォーマット。

• Extensible Markup Language（XML）と Adaptive Messaging Language（AML）XML schema
definition（XSD）を使用する、コンピュータで読み取り可能な XMLフォーマット。 AML
XSDは Cisco.comのWebサイトで公開されています。 XMLフォーマットでは、シスコの
TACとの通信が可能になります。

Call Home電子メールアラートをトリガーする可能性がある障害についての情報は、『Cisco UCS
Faults and Error Messages Reference』を参照してください。
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次の図に、Call Homeが設定されたシステムで Cisco UCS障害がトリガーされた後のイベントの流
れを示します。

図 1：障害発生後のイベントの流れ

Call Home の考慮事項とガイドライン
Call Homeの設定方法は、機能の使用目的によって異なります。Call Homeを設定する前に考慮す
べき情報には次のものがあります。

宛先プロファイル

少なくとも 1つの宛先プロファイルを設定する必要があります。使用する 1つまたは複数の宛先
プロファイルは、受信エンティティがポケットベル、電子メール、または自動化されたサービス

（Cisco Smart Call Homeなど）のいずれであるかによって異なります。

宛先プロファイルで電子メールメッセージ配信を使用する場合は、Call Homeを設定するときに
シンプルメール転送プロトコル（SMTP）サーバを指定する必要があります。
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連絡先情報

受信者が Cisco UCSドメインからの受信メッセージの発信元を判別できるように、連絡先の電子
メール、電話番号、および所在地住所の情報を設定する必要があります。

システムインベントリを送信して登録プロセスを開始した後、Cisco Smart Call Homeはこの電子
メールアドレスに登録の電子メールを送信します。

電子メールアドレスに #（ハッシュ記号）、スペース、&（アンパサンド）などの特殊文字が含
まれていると、電子メールサーバが電子メールメッセージをそのアドレスに配信できないことが

あります。 RFC2821および RFC2822に準拠し、7ビット ASCII文字のみを含む電子メールアド
レスを使用することをお勧めします。

電子メールサーバまたは HTTP サーバへの IP 接続

ファブリックインターコネクトに、電子メールサーバまたは宛先 HTTPサーバへの IP接続を与
える必要があります。クラスタ設定の場合は、両方のファブリックインターコネクトに IP接続を
与える必要があります。この接続により、現在のアクティブなファブリックインターコネクトで

CallHome電子メールメッセージを送信できることが保証されます。これらの電子メールメッセー
ジの発信元は、常にファブリックインターコネクトの IPアドレスになります。クラスタ設定で
Cisco UCS Managerにより割り当てられた仮想 IPアドレスが、電子メールの発信元になることは
ありません。

Smart Call Home

Cisco Smart Call Homeを使用する場合は、次のことが必要です。

•設定するデバイスが、有効なサービス契約でカバーされている必要があります。

• Cisco UCS内で Smart Call Home設定と関連付けられるカスタマー IDは、Smart Call Homeが
含まれるサポート契約と関連付けられている CCO（Cisco.com）アカウント名にする必要が
あります。

Cisco UCSの障害と Call Home の重大度
Call Homeは複数の Cisco製品ラインにまたがって存在するため、独自に標準化された重大度が開
発されています。次の表に、基礎をなす Cisco UCSの障害レベルと Call Homeの重大度とのマッ
ピングを示します。 Call Homeのプロファイルにレベルを設定するときには、このマッピングを
理解しておくことが必要です。

表 1：障害と Call Home の重大度のマッピング

Call Home での意味Cisco UCS FaultCall Home の重大度

ネットワーク全体に壊滅的な障害が発生

しています。

該当なし(9) Catastrophic

ネットワークに重大な影響が及びます。該当なし(8) Disaster
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Call Home での意味Cisco UCS FaultCall Home の重大度

システムが使用不可能な状態。該当なし(7) Fatal

クリティカルな状態、ただちに注意が必

要。

Critical(6) Critical

重大な状態。Major(5) Major

軽微な状態。Minor(4) Minor

警告状態。警告（Warning）(3) Warning

基本的な通知と情報メッセージ。他と関

係しない、重要性の低い障害です。

Info(2) Notification

通常のイベント。通常の状態に戻ること

を意味します。

Clear(1) Normal

デバッグメッセージ。該当なし(0) debug

Cisco Smart Call Home
Cisco Smart Call Homeは、Cisco UCSの Call Home機能を強化するWebアプリケーションです。
Smart Call Homeにより、予防的な診断および重要なシステムイベントのリアルタイムの電子メー
ルアラートが提供されます。それにより、ネットワークの可用性が高まり、運用効率が向上しま

す。Smart Call Homeは、Cisco UCSの Cisco Unified Computing Support Serviceと Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Serviceによって提供されるセキュア接続のサービスです。

Smart Call Homeを使用するには、次のものが必要です。（注）

•対応するCiscoUnified Computing Support Service契約またはCiscoUnified ComputingMission
Critical Support Service契約と関連付けられた CCO ID

•登録されるデバイス用の Cisco Unified Computing Support Serviceまたは Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Service

Smart Call Home電子メールアラートを Smart Call Home SystemまたはセキュアなTransport Gateway
のいずれかに送信するように、CiscoUCSManagerを設定し、登録できます。セキュアなTransport
Gatewayに送信された電子メールアラートは、HTTPSを使用して Smart Call Home Systemに転送
されます。

Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2    
55

Call Home の設定
Cisco Smart Call Home



セキュリティ上の理由から、Transport Gatewayオプションの使用を推奨します。Transport
Gatewayは、シスコからダウンロードできます。

（注）

Smart Call Homeを設定するには、次の手順を実行する必要があります。

• Smart Call Home機能をイネーブルにします。

•連絡先情報を設定します。

•電子メール情報を設定します。

• SMTPサーバ情報を設定します。

•デフォルトの CiscoTAC-1プロファイルを設定します。

• Smart Call Homeインベントリメッセージを送信して、登録プロセスを開始します。

• Cisco UCSドメインドメインの Call Home Customer IDとして使用する予定の CCO IDに、そ
の資格として登録の契約番号が追加されていることを確認します。この IDは、CCOのProfile
Managerの Additional Accessの下にあるアカウントプロパティ内で更新できます。

Anonymous Reporting
CiscoUCSManagerの最新リリースにアップグレードすると、デフォルトでは、AnonymousReporting
をイネーブルにするようにダイアログボックスで指示されます。

Anonymous Reportingをイネーブルにするには、SMTPサーバおよびファブリックスイッチに保存
するデータファイルの詳細を入力する必要があります。このレポートは 7日ごとに生成され、同
じレポートの以前のバージョンと比較されます。CiscoUCSManagerがレポートでの変更を識別す
ると、レポートが電子メールとして送信されます。

Call Home の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始します。UCS-A /monitoring # scope
callhome

ステップ 2   

Call Homeをイネーブルにします。UCS-A /monitoring/callhome #
enable

ステップ 3   

主要 Call Home連絡先の名前を指定します。UCS-A /monitoring/callhome #
set contact name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

主要CallHome連絡先の電子メールアドレスを指定
します。

UCS-A /monitoring/callhome #
set email email-addr

ステップ 5   

電子メールアドレスに #（ハッシュ記
号）、スペース、&（アンパサンド）な
どの特殊文字が含まれていると、電子メー

ルサーバが電子メールメッセージをその

アドレスに配信できないことがあります。

RFC2821および RFC2822に準拠し、7
ビット ASCII文字のみを含む電子メール
アドレスを使用することをお勧めします。

（注）

主要 Call Home連絡先の電話番号を指定します。+
（プラス記号）と国番号から始まる国際形式の番

号を入力する必要があります。

UCS-A /monitoring/callhome #
set phone-contact phone-num

ステップ 6   

主要 Call Home連絡先の住所を指定します。UCS-A /monitoring/callhome #
set street-address street-addr

ステップ 7   

255文字以下の ASCII文字で入力します。

ライセンス上のサポート契約の契約番号を含むCCO
ID番号を指定します。番号は、最大 255文字の自
由なフォーマットの英数字です。

UCS-A /monitoring/callhome #
set customer-id id-num

ステップ 8   

サービス契約の契約 ID番号を指定します。番号
は、最大 255文字の自由なフォーマットの英数字
です。

UCS-A /monitoring/callhome #
set contract-id id-num

ステップ 9   

サービス契約のサイト ID番号を指定します。番号
は、最大 255文字の自由なフォーマットの英数字
です。

UCS-A /monitoring/callhome #
set site-id id-num

ステップ 10   

Call Homeメッセージの [From]フィールドで使用
する電子メールアドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome #
set from-email email-addr

ステップ 11   

Call Homeメッセージの [Reply To]フィールドで使
用する電子メールアドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome #
set reply-to-email email-addr

ステップ 12   

電子メールメッセージを送信するためにCallHome
が使用する SMTPサーバのホスト名、IPv4または
IPv6アドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome #
set hostname {hostname |
ip-addr|ip6-addr}

ステップ 13   

電子メールメッセージを送信するためにCallHome
が使用する SMTPサーバポートを指定します。有
効なポート番号は 1～ 65535です。

UCS-A /monitoring/callhome #
set port port-num

ステップ 14   

CallHomeスロットリングをイネーブルまたはディ
セーブルにします。イネーブルにされると、スロッ

UCS-A /monitoring/callhome #
set throttling {off | on}

ステップ 15   
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目的コマンドまたはアクション

トリングはあまりにも多くのCallHome電子メール
メッセージが同じイベントに対して送信されるの

を防ぎます。デフォルトでは、スロットリングは

イネーブルです。

CallHome電子メールメッセージの緊急性レベルを
指定します。ファブリックインターコネクトのペ

UCS-A /monitoring/callhome #
set urgency {alerts | critical |
debugging | emergencies |

ステップ 16   

アが複数存在する大規模な UCS配置のコンテキス
errors | information |
notifications | warnings} トでは、緊急性レベルによってある特定の Cisco

UCSドメインからの Call Homeメッセージに別の
ものより高い重要性を付与することが可能になり

ます。2つのファブリックインターコネクトだけ
を含む小さい UCS配置のコンテキストでは、緊急
性レベルはほとんど意味を持ちません。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 17   

次に、IPv4ホスト名を持つCallHomeを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # enable
UCS-A /monitoring/callhome* # set contact "Steve Jones"
UCS-A /monitoring/callhome* # set email admin@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set phone-contact +1-001-408-555-1234
UCS-A /monitoring/callhome* # set street-address "123 N. Main Street, Anytown, CA, 99885"
UCS-A /monitoring/callhome* # set customer-id 1234567
UCS-A /monitoring/callhome* # set contract-id 99887766
UCS-A /monitoring/callhome* # set site-id 5432112
UCS-A /monitoring/callhome* # set from-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set reply-to-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set hostname 192.168.100.12
UCS-A /monitoring/callhome* # set port 25
UCS-A /monitoring/callhome* # set throttling on
UCS-A /monitoring/callhome* # set urgency information
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

次に、IPv6ホスト名を持つCallHomeを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # enable
UCS-A /monitoring/callhome* # set contact "Steve Jones"
UCS-A /monitoring/callhome* # set email admin@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set phone-contact +1-001-408-555-1234
UCS-A /monitoring/callhome* # set street-address "123 N. Main Street, Anytown, CA, 99885"
UCS-A /monitoring/callhome* # set customer-id 1234567
UCS-A /monitoring/callhome* # set contract-id 99887766
UCS-A /monitoring/callhome* # set site-id 5432112
UCS-A /monitoring/callhome* # set from-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set reply-to-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set hostname 2001::25
UCS-A /monitoring/callhome* # set port 25
UCS-A /monitoring/callhome* # set throttling on
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UCS-A /monitoring/callhome* # set urgency information
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

Call Home のディセーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングCallHomeモードを開始し
ます。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

Call Homeをイネーブルにします。UCS-A /monitoring/callhome # disableステップ 3   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、Call Homeをディセーブルにし、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # disable
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

Call Home のイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングCallHomeモードを開始し
ます。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

Call Homeをイネーブルにします。UCS-A /monitoring/callhome # enableステップ 3   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 4   
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次に、Call Homeをイネーブルにし、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # enable
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

システムインベントリメッセージの設定

システムインベントリメッセージの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始しま
す。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

モニタリング Call Homeインベントリモー
ドを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope
inventory

ステップ 3   

インベントリメッセージの送信をイネーブ

ルまたはディセーブルにします。onキー
UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set send-periodically {off | on}

ステップ 4   

ワードを指定すると、インベントリメッ

セージは Call Homeデータベースに自動的
に送信されます。

インベントリメッセージが送信される間隔

を指定します（日数）。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set interval-days interval-num

ステップ 5   

インベントリメッセージが送信される時刻

を指定します（24時間形式を使用）。
UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set timeofday-hour hour

ステップ 6   

インベントリメッセージが送信される時刻

の後の分数を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set timeofday-minute minute

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# commit-buffer

ステップ 8   

次に、Call Homeシステムインベントリメッセージを設定し、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # scope inventory
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set send-periodically on
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UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set interval-days 15
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set timeofday-hour 21
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set timeofday-minute 30
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/inventory #

システムインベントリメッセージの送信

スケジュール済みメッセージ以外のシステムインベントリメッセージを手動で送信する必要があ

る場合は、この手順を使用します。

システムインベントリメッセージは、CiscoTAC-1プロファイルで定義された受信者だけに送
信されます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングCallHomeモードを開始しま
す。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

モニタリングCallHomeインベントリモー
ドを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope
inventory

ステップ 3   

CallHomeデータベースにシステムインベ
ントリメッセージを送信します。

UCS-A
/monitoring/callhome/inventory # send

ステップ 4   

次に、Call Homeデータベースにシステムインベントリメッセージを送信する例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # scope inventory
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # send

Call Home プロファイルの設定

Call Home プロファイル
CallHomeプロファイルは、指定した受信者に送信されるアラートを決定します。プロファイルを
設定して、必要な重大度のイベントと障害に対する電子メールアラート、およびアラートのカテ

ゴリを表す特定のアラートグループに対する電子メールアラートを送信できます。また、これら

のプロファイルを使用して特定の受信者およびアラートグループのセットに対してアラートの形

式を指定することもできます。
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アラートグループおよび Call Homeプロファイルによって、アラートをフィルタリングし、特定
のプロファイルがアラートの特定のカテゴリだけを受信できるようにすることができます。たと

えば、データセンターにはファンおよび電源の問題を処理するハードウェアのチームがある場合

があります。このハードウェアのチームは、サーバの POST障害やライセンスの問題は扱いませ
ん。ハードウェアチームが関連したアラートだけを受信するようにするには、ハードウェアチー

ムの Call Homeプロファイルを作成し、「環境」アラートグループだけをチェックします。

デフォルトでは、CiscoTAC-1プロファイルを設定する必要があります。ただし、指定したレベル
のイベントが発生したときに電子メールアラートを 1つ以上のアラートグループに送るための追
加プロファイルを作成し、それらのアラートについて適切な量の情報とともに受信者を指定する

こともできます。

たとえば、高い重大度の障害に対して次の 2つのプロファイルを設定できます。

•アラートグループにアラートを送信する短いテキスト形式のプロファイル。このグループの
メンバーは、障害に関する 1～ 2行の説明を受け取ります（この説明を使用して問題を追跡
できます）。

• CiscoTACアラートグループにアラートを送信する XML形式のプロファイル。このグルー
プのメンバーは、マシンが読み取り可能な形式で詳細なメッセージを受け取ります（Cisco
Systems Technical Assistance Center推奨）。

Call Home アラートグループ
アラートグループは、事前定義されたCall Homeアラートのサブセットです。アラートグループ
機能を使用すると、定義済みまたは Call Homeプロファイルに送信する一連の Call Homeアラー
トを選択できます。は、Call Homeアラートが宛先プロファイルにアソシエートされたいずれか
のアラートグループに属する場合、およびアラートで、Call Homeメッセージ重大度が宛先プロ
ファイルに設定されているメッセージ重大度と同じか、それ以上である場合のみ、Call Homeア
ラートを宛先プロファイルの電子メールの宛先に送信します。

が生成する各アラートは、アラートグループによって表されるカテゴリに分けられます。次の表

では、それらのアラートグループについて説明します。

説明アラートグループ

Smart Call Home宛ての、他のアラートグループからのすべてのク
リティカルアラート。

Cisco TAC

サーバの POSTの完了など診断によって生成されたイベント。診断

電源、ファン、および温度アラームなどの環境検知要素に関連する

イベント。

Environmental
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Call Home プロファイルの設定
デフォルトでは、CiscoTAC-1プロファイルを設定する必要があります。ただし、指定したレベル
でイベントが発生したときに、指定された 1つ以上のグループに電子メールアラートを送信する
ために、追加プロファイルを作成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングCallHomeモードを開始します。UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

モニタリング Call Homeプロファイルモード
を開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # create
profile profile-name

ステップ 3   

プロファイルのイベントレベルを指定します。

各プロファイル固有のイベントレベルを設定

できます。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set level {critical | debug | disaster |
fatal |major |minor | normal |
notification | warning}

ステップ 4   

そのイベントレベル以上のCiscoUCS障害が、
このプロファイルをトリガーします。

プロファイルに基づいてアラートを受け取る

1つ以上のグループを指定します。group-name
UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set alertgroups group-name

ステップ 5   

引数には、同一コマンドラインで入力される、

次のキーワードを 1つ以上設定できます。
• ciscotac

• diagnostic

• environmental

•インベントリ

• license

• lifecycle

• linecard

• supervisor

• syslogport

• system

• test

（任意）

CallHomeプロファイルに基づいて警告を受け
取るグループの既存のリストに 1つ以上のグ
ループを追加します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
add alertgroups group-names

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

既存のアラートグループリストに、

さらにアラートグループを追加する

場合は、add alertgroupsコマンドを
使用する必要があります。set
alertgroupsコマンドを使用すると、
新しいグループリストで既存のア

ラートグループを置き換えます。

（注）

電子メールメッセージに使用するフォーマッ

ト方法を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set format {shorttxt | xml}

ステップ 7   

電子メールメッセージの最大サイズ（文字数）

を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set maxsize id-num

ステップ 8   

CallHomeアラートを送信する電子メールアド
レスを入力します。複数の電子メール受信者

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
create destination email-addr

ステップ 9   

を指定するには、モニタリングCallHomeプロ
ファイルモードで複数の create destinationコ
マンドを使用します。指定された電子メール

受信者を削除するには、モニタリング Call
Homeプロファイルモードで delete destination
コマンドを使用します。

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/monitoring/callhome/profile/destination
# commit-buffer

ステップ 10   

次に、Call Homeプロファイルを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # create profile TestProfile
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set level normal
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set alertgroups test diagnostic
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set format xml
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set maxsize 100000
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # create destination admin@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome/profile/destination* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/profile/destination #
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Call Home プロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始
します。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

指定されたプロファイルを削除します。UCS-A /monitoring/callhome # delete
profile profile-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、TestProfileという名前のCall Homeプロファイルを削除し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # delete profile TestProfile
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

テスト Call Home アラートの送信
はじめる前に

Call Homeと Call Homeプロファイルを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステッ

プ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始します。UCS-A /monitoring # scope callhomeステッ

プ 2   

テスト Call Homeアラートを送信します。テス
ト Call Homeアラートは、すべての alert-*パラ

UCS-A /monitoring/callhome #
send-test-alert {[alert-group
{diagnostic | environmental}]

ステッ

プ 3   
メータを指定する必要があり、そうしなければ

[alert-level {critical | debug | fatal | Cisco UCS Managerはテストメッセージを生成major |minor | normal | notify |
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目的コマンドまたはアクション

warning}] [alert-message-type {conf |
diag | env | inventory | syslog | test}]

できません。alert-*パラメータには以下が含ま
れています。

[alert-message-subtype {delta | full |
• alert-description：アラート説明goldmajor | goldminor | goldnormal |

major |minor | nosubtype | test}]
[alert-description description]}

• alert-group：アラートグループ

• alert-level：イベントの重大度

• alert-message-type：メッセージタイプ

• alert-message-subtype：メッセージサブタ
イプ

CallHomeテストアラートを送信されると、Call
Homeは他のアラートと同様に応答し、設定さ
れた宛先電子メールアドレスにこれを転送しま

す。

次に、環境アラートグループの設定済み宛先電子メールアドレスに、Call Homeテストアラート
を発信する例を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # send-test-alert alert-group diagnostic
alert-level critical alert-message-type test alert-message-subtype major
alert-description "This is a test alert"

Call Home ポリシーの設定

Call Home ポリシー
Call Homeポリシーは、特定の種類の障害またはシステムイベントに対して Call Homeアラート
を送信するかどうかを決定します。デフォルトでは、特定の種類の障害およびシステムイベント

に対してアラートを送信するようCall Homeがイネーブルになります。ただし、CiscoUCSが特定
の種類を処理しないよう設定できます。

ある種類の障害またはイベントに対してアラートをディセーブルするには、その種類に対してCall
Homeポリシーを作成する必要があります。まず最初にその種類に対してポリシーを作成し、次に
ポリシーをディセーブルにします。
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Call Home ポリシー

デフォルトでは、重要なシステムイベントすべてについて、アラートが電子メールで送信さ

れます。しかし、必要に応じて、Call Homeポリシーで、その他の重要なシステムイベントに
対するアラートメールの送信をイネーブルにするか、ディセーブルにするかを設定すること

ができます。

ヒント

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始し
ます。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

指定されたポリシーを作成し、モニタリ

ングCall Homeポリシーモードを開始し
ます。

UCS-A /monitoring/callhome # create
policy {equipment-inoperable |
fru-problem | identity-unestablishable |
thermal-problem | voltage-problem}

ステップ 3   

指定されたポリシーの電子メールアラー

トの送信をイネーブルまたはディセーブ

ルにします。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
{disabled | enabled}

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、電圧の問題に関するシステムイベントについての電子メールアラート送信をディ

セーブルにする Call Homeポリシーを作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # create policy voltage-problem
UCS-A /monitoring/callhome/policy* # disabled
UCS-A /monitoring/callhome/policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/policy #
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Call Home ポリシーのディセーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始
します。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

指定したポリシーでモニタリング Call
Homeポリシーモードを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope policy
{equipment-inoperable | fru-problem |
identity-unestablishable |
thermal-problem | voltage-problem}

ステップ 3   

指定したポリシーをディセーブルにし

ます。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
disable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、voltage-problemという名前の Call Homeポリシーをディセーブルにし、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # scope policy voltage-problem
UCS-A /monitoring/callhome/policy # disable
UCS-A /monitoring/callhome/policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/policy #

Call Home ポリシーのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始
します。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

指定したポリシーでモニタリングCall
Homeポリシーモードを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope policy
{equipment-inoperable | fru-problem |
identity-unestablishable |
thermal-problem | voltage-problem}

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

指定したポリシーをイネーブルにしま

す。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
enable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /monitoring/callhome/policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、voltage-problemという名前の Call Homeポリシーをイネーブルにし、トランザクションを
コミットする例を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # scope policy voltage-problem
UCS-A /monitoring/callhome/policy # enable
UCS-A /monitoring/callhome/policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/policy #

Call Home ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開
始します。

UCS-A /monitoring # scope callhomeステップ 2   

指定されたポリシーを削除しますUCS-A /monitoring/callhome # delete policy
{equipment-inoperable | fru-problem |

ステップ 3   

identity-unestablishable | thermal-problem
| voltage-problem}

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、voltage-problemという名前のCallHomeポリシーを削除し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome # delete policy voltage-problems
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #
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Anonymous Reporting の設定

Anonymous Reporting のイネーブル化
Call Homeサーバで Anonymous Reportingをイネーブルにできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A # scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始し
ます。

UCS-A/monitoring # scope callhomeステップ 2   

（任意）

AnonymousReportingがイネーブルかディ
セーブルかを表示します。

UCS-A/monitoring/callhome # show
anonymous-reporting

ステップ 3   

Smart Call Homeで Anonymous Reporting
をイネーブルにします。

UCS-A/monitoring/callhome # enable
anonymous-reporting

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、Call Homeサーバで Anonymous Reportingをイネーブルにする例を示します。
UCS-A # scope monitoring
UCS-A/monitoring #scope callhome
UCS-A/mnitoring/callhome # show anonymous-reporting
Anonymous Reporting:

Admin State
-----------
Off

UCS-A/monitoring/callhome* # enable anonymous-reporting
UCS-A/monitoring/callhome # commit-buffer
UCS-A/monitoring/callhome # show anonymous-reporting
Anonymous Reporting:

Admin State
-----------
On

Anonymous Reporting のディセーブル化
Call Homeサーバで Anonymous Reportingをディセーブルにできます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A # scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始し
ます。

UCS-A/monitoring # scope callhomeステップ 2   

（任意）

Anonymous Reportingがイネーブルかディ
セーブルかを表示します。

UCS-A/monitoring/callhome # show
anonymous-reporting

ステップ 3   

Smart Call Homeサーバで Anonymous
Reportingをディセーブルにします。

UCS-A/monitoring/callhome # disable
anonymous-reporting

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、Call Homeサーバで Anonymous Reportingをディセーブルにする例を示します。
UCS-A # scope monitoring
UCS-A/monitoring # scope callhome
UCS-A/mnitoring/callhome # show anonymous-reporting
Anonymous Reporting:

Admin State
-----------
On

UCS-A/monitoring/callhome* # disable anonymous-reporting
UCS-A/monitoring/callhome # commit-buffer
UCS-A/monitoring/callhome # show anonymous-reporting
Anonymous Reporting:

Admin State
-----------
Off

Anonymous レポートの表示
Call Homeサーバから Anonymousレポートを表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始しま

す。

UCS-A # scope monitoringステップ 1   

モニタリングCall Homeモードを
開始します。

UCS-A/monitoring # scope callhomeステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

Anonymous Reportingモードを開
始します。

UCS-A/monitoring/callhome # scope
anonymous-reporting

ステップ 3   

SMTPサーバのアドレスおよび
サーバポートを表示します。

UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting
# show detail

ステップ 4   

Anonymous Reportingの情報を表
示します。

UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting
# show inventory

ステップ 5   

Anonymousレポートサンプル情
報を表示します。

UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting
# show content

ステップ 6   

次に、Call Homeサーバで Anonymousレポートを表示する例を示します。
UCS-A # scope monitoring
UCS-A/monitoring # scope callhome
UCS-A/monitoring/callhome # scope anonymous-reporting
UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting # show detail
UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting # show inventory
UCS-A/monitoring/callhome/anonymous-reporting # show content
<anonymousData>
<discreteData
smartCallHomeContract="false"
ethernetMode="EndHost"
fcMode="EndHost"
disjointL2Used="false"
fabricFailoverUsed="false"
numVnicAdaptTempl="3"
numServiceProfiles="7"
updatingSPtemplUsed="false"
initialSPtemplUsed="true"
lanConnPolicyUsed="true"
sanConnPolicyUsed="false"
updatingAdaptTemplUsed="false"
initialAdaptTemplUsed="true"
numMsoftVMnets="10"
numOfVMs="3"
discreteFEX="false"
ucsCentralConnected="false"/>
<bladeUnit
chassisId="1"
slotId="4"
…..
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例：Smart Call Home 用の Call Home の設定

Smart Call Home の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング Call Homeモードを開始します。UCS-A /monitoring # scope
callhome

ステップ 2   

Call Homeをイネーブルにします。UCS-A /monitoring/callhome #
enable

ステップ 3   

Cisco Smart Call Homeによってこの電子メール
アドレスに登録メールが送信されます。

UCS-A /monitoring/callhome # set
contactname

ステップ 4   

主要 Call Home連絡先の電子メールアドレスを
指定します。

UCS-A /monitoring/callhome # set
emailemail-addr

ステップ 5   

Cisco Smart Call Homeによってこの電子メール
アドレスに登録メールが送信されます。

主要 Call Home連絡先の電話番号を指定しま
す。+（プラス記号）と国番号から始まる国際
形式の番号を入力する必要があります。

UCS-A /monitoring/callhome # set
phone-contactphone-num

ステップ 6   

主要 Call Home連絡先の住所を指定します。UCS-A /monitoring/callhome # set
street-addressstreet-addr

ステップ 7   

ライセンス上のサポート契約の契約番号を含む

CCO ID番号を指定します。番号は、最大 255
文字の自由なフォーマットの英数字です。

UCS-A /monitoring/callhome # set
customer-idid-num

ステップ 8   

サービス契約の契約 ID番号を指定します。番
号は、最大255文字の自由なフォーマットの英
数字です。

UCS-A /monitoring/callhome # set
contract-idid-num

ステップ 9   

サービス契約のサイト ID番号を指定します。
番号は、最大255文字の自由なフォーマットの
英数字です。

UCS-A /monitoring/callhome # set
site-idid-num

ステップ 10   

Call Homeメッセージの [From]フィールドで使
用する電子メールアドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome # set
from-emailemail-addr

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

Call Homeメッセージの [Reply To]フィールド
で使用する電子メールアドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome # set
reply-to-emailemail-addr

ステップ 12   

電子メールメッセージを送信するために Call
Homeが使用する SMTPサーバのホスト名また
は IPアドレスを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome # set
hostname{hostname | ip-addr}

ステップ 13   

電子メールメッセージを送信するために Call
Homeが使用する SMTPサーバポートを指定し
ます。有効なポート番号は 1～ 65535です。

UCS-A /monitoring/callhome # set
portport-num

ステップ 14   

Call Homeスロットリングをイネーブルまたは
ディセーブルにします。イネーブルにされる

UCS-A /monitoring/callhome # set
throttling{off | on}

ステップ 15   

と、スロットリングはあまりにも多くの Call
Home電子メールメッセージが同じイベントに
対して送信されるのを防ぎます。デフォルトで

は、スロットリングはイネーブルです。

Call Home電子メールメッセージの緊急性レベ
ルを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome # set
urgency{alerts | critical |
debugging | emergencies | errors

ステップ 16   

| information | notifications |
warnings}

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /monitoring/callhome #
commit-buffer

ステップ 17   

次に、Call Homeを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring* # scope callhome
UCS-A /monitoring/callhome* # enable
UCS-A /monitoring/callhome* # set contact "Steve Jones"
UCS-A /monitoring/callhome* # set email admin@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set phone-contact +1-001-408-555-1234
UCS-A /monitoring/callhome* # set street-address "123 N. Main Street, Anytown, CA, 99885"
UCS-A /monitoring/callhome* # set customer-id 1234567
UCS-A /monitoring/callhome* # set contract-id 99887766
UCS-A /monitoring/callhome* # set site-id 5432112
UCS-A /monitoring/callhome* # set from-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set reply-to-email person@MyCompany.com
UCS-A /monitoring/callhome* # set hostname 192.168.100.12
UCS-A /monitoring/callhome* # set port 25
UCS-A /monitoring/callhome* # set throttling on
UCS-A /monitoring/callhome* # set urgency information
UCS-A /monitoring/callhome* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome #

次の作業

Smart Call Homeを使用するよう Call Homeプロファイルを設定するには、「デフォルトの Cisco
TAC-1プロファイルの設定, （75ページ）」へ進みます。
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デフォルトの Cisco TAC-1 プロファイルの設定
CiscoTAC-1プロファイルのデフォルト設定は次のとおりです。

•レベルは標準です

• CiscoTAC警報グループだけが選択されています

•形式は xmlです

•最大メッセージサイズは 5000000です

はじめる前に

「Smart Call Homeの設定, （73ページ）」セクションを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルト Cisco TAC-1プロファイルの
モニタリング Call Homeプロファイル
モードを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope
profile CiscoTac-1

ステップ 1   

プロファイルのイベントレベルにnormal
を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set level normal

ステップ 2   

プロファイルに ciscotacアラートグルー
プを指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set alertgroups ciscotac

ステップ 3   

電子メールメッセージのフォーマットを

xmlに指定します。
UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set format xml

ステップ 4   

電子メールメッセージに最大サイズ

5000000を指定します。
UCS-A /monitoring/callhome/profile #
set maxsize 5000000

ステップ 5   

電子メール受信者を callhome@cisco.com
に指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
create destination callhome@cisco.com

ステップ 6   

モニタリング Call Homeプロファイル
モードを終了します。

UCS-A
/monitoring/callhome/profile/destination
# exit

ステップ 7   

モニタリング Call Homeモードを終了し
ます。

UCS-A /monitoring/callhome/profile #
exit

ステップ 8   

次の例では、Smart Call Homeで使用するデフォルト Cisco TAC-1プロファイルを設定します。

UCS-A /monitoring/callhome* # scope profile CiscoTac-1
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UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set level normal
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set alertgroups ciscotac
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set format xml
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # set maxsize 5000000
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # create destination callhome@cisco.com
UCS-A /monitoring/callhome/profile/destination* # exit
UCS-A /monitoring/callhome/profile* # exit
UCS-A /monitoring/callhome* #

次の作業

「SmartCallHome用のシステムインベントリメッセージの設定,（76ページ）」に進んで、Smart
Call Homeで使用するシステムインベントリメッセージを設定します。

Smart Call Home 用のシステムインベントリメッセージの設定

はじめる前に

「デフォルトの Cisco TAC-1プロファイルの設定, （75ページ）」セクションを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリング Call Homeインベントリモー
ドを開始します。

UCS-A /monitoring/callhome # scope
inventory

ステップ 1   

インベントリメッセージの送信をイネーブ

ルまたはディセーブルにします。onキーワー
UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set send-periodically {off | on}

ステップ 2   

ドを指定すると、インベントリメッセージ

はCallHomeデータベースに自動的に送信さ
れます。

インベントリメッセージが送信される時間

間隔（日数）を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set interval-days interval-num

ステップ 3   

インベントリメッセージが送信される時刻

を指定します（24時間形式を使用）。
UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set timeofday-hour hour

ステップ 4   

インベントリメッセージが送信される時刻

の後の分数を指定します。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# set timeofday-minute minute

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory
# commit-buffer

ステップ 6   

次に、Call Homeシステムインベントリメッセージを設定し、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A /monitoring/callhome* # scope inventory
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set send-periodically on
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UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set interval-days 15
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set timeofday-hour 21
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # set timeofday-minute 30
UCS-A /monitoring/callhome/inventory* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/callhome/inventory #

次の作業

Smart Call Home登録プロセスを開始するインベントリメッセージを送信するには、「Smart Call
Homeの登録, （77ページ）」に進みます。

Smart Call Home の登録

はじめる前に

「Smart Call Home用のシステムインベントリメッセージの設定, （76ページ）」セクションを
完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Smart Call Homeデータベースにシステムインベントリ
メッセージを送信します。

UCS-A
/monitoring/callhome/inventory
# send

ステップ 1   

シスコがシステムインベントリを受信すると、Smart
Call Home登録電子メールが、Smart Call Homeメイン連
絡先の電子メールアドレスとして設定した電子メール

アドレスに送信されます。

次に、Smart Call Homeデータベースにシステムインベントリメッセージを送信する例を示しま
す。

UCS-A /monitoring/callhome/inventory # send

次の作業

シスコから登録電子メールを受信したら、Smart Call Homeの登録を完了するために、次の手順を
実行します。

1 電子メール内のリンクをクリックします。

リンクによりWebブラウザで Cisco Smart Call Homeポータルが開きます。

2 Cisco Smart Call Homeポータルにログインします。

3 Cisco Smart Call Homeによって示される手順に従います。

条項および条件に同意したら、Cisco UCSドメインの Cisco Smart Call Home登録は完了です。
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第 5 章

システムイベントログの管理

この章は、次の項で構成されています。

• システムイベントログ, 79 ページ

• サーバのシステムイベントログの表示, 80 ページ

• SELポリシーの設定, 81 ページ

• サーバのシステムイベントログのバックアップ, 83 ページ

• サーバのシステムイベントログのクリア, 84 ページ

システムイベントログ
システムイベントログ（SEL）は、NVRAM内の CIMCに存在します。過不足の電圧、温度イベ
ント、ファンイベント、BIOSからのイベントなど、ほとんどのサーバ関連イベントが記録され
ます。SELは、主にトラブルシューティングのために使用します。

SELファイルのサイズは約 40KBで、ファイルがいっぱいになるとそれ以上イベントを記録でき
ません。新たなイベントを記録できるようにするには、ファイルの中身をクリアする必要があり

ます。

SELポリシーを使用して、SELをリモートサーバにバックアップできます。また、必要に応じ
て、バックアップ操作後に SELをクリアすることもできます。バックアップ操作は、特定のアク
ションに基づいて起動するか、定期的に実行できます。SELのバックアップやクリアは、手動で
行うこともできます。

バックアップファイルは、自動的に生成されます。このファイル名の形式は、

sel-SystemName-ChassisID-ServerID-ServerSerialNumber-Timestampです。たとえば、
sel-UCS-A-ch01-serv01-QCI12522939-20091121160736となります。
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サーバのシステムイベントログの表示

各サーバのシステムイベントログの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのシステムイベントロ

グを表示します。

UCS-A# show sel chassis-id/blade-idステップ 1   

次に、シャーシ 1のブレード 3のシステムイベントログを表示する例を示します。
UCS-A# show sel 1/3

1 | 01/01/1970 01:23:27 | System Event 0x83 | Timestamp clock synch | SEL timestamp
clock updated, event is f
irst of pair | Asserted

2 | 01/01/1970 01:23:28 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to Degraded |
Asserted

3 | 01/01/1970 01:23:28 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to On Line |
Deasserted

4 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is blinking fast |
Asserted

5 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is on | Deasserted
6 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_FPID | LED is on | Asserted
7 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_FPID | LED is off | Deasserted
8 | 01/01/1970 01:23:29 | Entity presence MAIN_POWER | Device Absent | Asserted
9 | 01/01/1970 01:23:29 | Entity presence MAIN_POWER | Device Present | Deasserted
a | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is on | Asserted
b | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED color is green | Asserted

c | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is blinking fast |
Deasserted

d | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED color is amber | Deasserted

e | 01/01/1970 00:00:22 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to Degraded |
Asserted

f | 01/01/1970 00:00:22 | Entity presence MEZZ_PRS | Device Present | Asserted
10 | 01/01/1970 00:00:22 | Entity presence HDD1_PRS | Device Absent | Asserted

シャーシ内の全サーバのシステムイベントログの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server chassis-id/blade-idステップ 1   

システムイベントログを表示します。UCS-A /chassis/server # show selステップ 2   
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次に、シャーシサーバモードからシャーシ 1内のブレード 3のシステムイベントログを表示す
る例を示します。

UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # show sel

1 | 01/01/1970 01:23:27 | System Event 0x83 | Timestamp clock synch | SEL timestamp
clock updated, event is f
irst of pair | Asserted

2 | 01/01/1970 01:23:28 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to Degraded |
Asserted

3 | 01/01/1970 01:23:28 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to On Line |
Deasserted

4 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is blinking fast |
Asserted

5 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is on | Deasserted
6 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_FPID | LED is on | Asserted
7 | 01/01/1970 01:23:28 | Platform alert LED_FPID | LED is off | Deasserted
8 | 01/01/1970 01:23:29 | Entity presence MAIN_POWER | Device Absent | Asserted
9 | 01/01/1970 01:23:29 | Entity presence MAIN_POWER | Device Present | Deasserted
a | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is on | Asserted
b | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED color is green | Asserted

c | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED is blinking fast |
Deasserted

d | 01/01/1970 01:23:29 | Platform alert LED_SAS0_FAULT | LED color is amber | Deasserted

e | 01/01/1970 00:00:22 | Drive slot(Bay) SAS0_LINK_STATUS | Transition to Degraded |
Asserted

f | 01/01/1970 00:00:22 | Entity presence MEZZ_PRS | Device Present | Asserted
10 | 01/01/1970 00:00:22 | Entity presence HDD1_PRS | Device Absent | Asserted

SEL ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameとして /を
入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

組織エンドポイントログポリシーモードを開始

し、SELポリシーにスコープします。
UCS-A /org # scope ep-log-policy
sel

ステップ 2   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
descriptiondescription

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句

読点が含まれている場合、説明を引用

符で括る必要があります。引用符は、

showコマンド出力の説明フィールドに
は表示されません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

バックアップ操作をトリガーするアクションを指

定します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup action [log-full]
[on-change-of-association]
[on-clear] [timer] [none]

ステップ 4   

バックアップ操作の発生後にシステムイベント

ログをクリアするかどうかを指定します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup clear-on-backup {no |
yes}

ステップ 5   

バックアップ操作のプロトコル、ユーザ、パス

ワード、リモートホスト名、リモートパスを指

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup destination URL

ステップ 6   

定します。使用するプロトコルに応じ、次の構文

のいずれかを指定して URLを指定します。

• ftp://username@hostname/path

• scp://username@hostname/path

• sftp://username@hostname/path

• tftp://hostname:port-num/path

バックアップ先は、set backup
hostname、set backup password、set
backup protocol、set backup
remote-path、set backup user、または
set backupdestinationコマンドを使用し
て指定することもできます。いずれか

の方法を使用してバックアップ先を指

定します。

（注）

バックアップファイルの形式を指定します。UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup format {ascii | binary}

ステップ 7   

リモートサーバのホスト名または IPアドレスを
指定します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup hostname {hostname |
ip-addr}

ステップ 8   

自動バックアップ操作の間隔を指定します。never
キーワードを指定すると、自動バックアップは実

行されません。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup interval {1-hour | 2-hours
| 4-hours | 8-hours | 24-hours |
never}

ステップ 9   

ユーザ名のパスワードを指定します。この手順

は、TFTPプロトコルを使用する場合には適用さ
れません。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup passwordpassword

ステップ 10   

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコ

ルを指定します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup protocol {ftp | scp | sftp |
tftp}

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

バックアップファイルが保存されるリモートサー

バのパスを指定します。

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup remote-pathpath

ステップ 12   

システムがリモートサーバへのログインに使用

する必要のあるユーザ名を指定します。この手順

UCS-A /org/ep-log-policy # set
backup user username

ステップ 13   

は、TFTPプロトコルを使用する場合には適用さ
れません。

トランザクションをコミットします。UCS-A /org/ep-log-policy #
commit-buffer

ステップ 14   

次の例は、システムイベントログ（ASCII型式）を 24時間ごとまたはログがいっぱいになった
ときにバックアップするよう、またバックアップ操作発生後にシステムイベントログをクリアす

るよう SELポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope ep-log-policy sel
UCS-A /org/ep-log-policy # set backup destination scp://user@192.168.1.10/logs
Password:
UCS-A /org/ep-log-policy* # set backup action log-full
UCS-A /org/ep-log-policy* # set backup clear-on-backup yes
UCS-A /org/ep-log-policy* # set backup format ascii
UCS-A /org/ep-log-policy* # set backup interval 24-hours
UCS-A /org/ep-log-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/ep-log-policy #

サーバのシステムイベントログのバックアップ

個々のサーバのシステムイベントログのバックアップ

はじめる前に

システムイベントログポリシーを設定します。手動によるバックアップ操作では、システムイ

ベントログポリシーで設定されたリモート宛先を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムイベントログをクリアしま

す。

UCS-A /chassis/server # backup sel
chassis-id/blade-id

ステップ 1   

トランザクションをコミットします。UCS-A# commit-bufferステップ 2   

Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2    
83

システムイベントログの管理

サーバのシステムイベントログのバックアップ



次の例は、シャーシ 1内のブレード 3からシステムイベントログをバックアップし、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# backup sel 1/3
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A#

シャーシ内の全サーバのシステムイベントログのバックアップ

はじめる前に

システムイベントログポリシーを設定します。手動によるバックアップ操作では、システムイ

ベントログポリシーで設定されたリモート宛先を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/blade-idステップ 1   

システムイベントログをクリアしま

す。

UCS-A /chassis/server # backup selステップ 2   

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server # commit-bufferステップ 3   

次の例は、シャーシ1内のブレード3のシャーシサーバモードからシステムイベントログをバッ
クアップし、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # backup sel
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #

サーバのシステムイベントログのクリア

個々のサーバのシステムイベントログのクリア

手順

目的コマンドまたはアクション

システムイベントログをクリアしま

す。

UCS-A# clear sel chassis-id/blade-idステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをコミットします。UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次の例は、シャーシ 1内のブレード 3からシステムイベントログをクリアし、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# clear sel 1/3
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A#

シャーシ内の全サーバのシステムイベントログのクリア

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/blade-idステップ 1   

システムイベントログをクリアしま

す。

UCS-A /chassis/server # clear selステップ 2   

トランザクションをコミットします。UCS-A /chassis/server # commit-bufferステップ 3   

次の例は、シャーシ 1内のブレード 3のシャーシサーバモードからシステムイベントログをク
リアし、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope server 1/3
UCS-A /chassis/server # clear sel
UCS-A /chassis/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server #
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第 6 章

障害、イベント、およびログの設定

この章は、次の項で構成されています。

• 障害収集ポリシーの設定, 87 ページ

• 障害抑制の設定, 89 ページ

• Core File Exporterの設定, 128 ページ

• Syslogの設定, 129 ページ

• 監査ログの表示, 132 ページ

• ログファイルエクスポータの設定, 133 ページ

障害収集ポリシーの設定

グローバル障害ポリシー

グローバル障害ポリシーは、障害がクリアされた日時、フラッピング間隔（障害発生とクリア状

態の間の時間）、および保持間隔（システムで障害が発生していた時間）など、Cisco UCSドメ
インの障害のライフサイクルを制御します。

Cisco UCSの障害には次のライフサイクルがあります。

1 ある状況がシステムで発生し、Cisco UCS Managerは障害を生成します。これはアクティブな
状態です。

2 障害が軽減されると、フラッピングまたはフラッピングを防ぐことを目的としたソーキング間

隔になります。障害が発生し、すぐに何度かクリアされると、フラッピングが発生します。フ

ラッピング間隔のうち、グローバル障害ポリシーに指定されている期間は、障害の重要度が保

持されます。

3 フラッピング間隔中に同じ条件が再発生した場合は、障害がアクティブ状態に戻ります。フ

ラッピング間隔中に同じ条件が再発生しない場合は、障害がクリアされます。
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4 クリアされた障害は保持期間になります。この期間があるため、障害が発生した状態が改善さ

れ、さらに障害が早々に削除されていない場合でも管理者が障害に気付くことができます。保

持期間のうち、グローバル障害ポリシーに指定された期間はクリアされた障害が保持されま

す。

5 この状況が保持間隔中に再発生する場合は、障害がアクティブ状態に戻ります。この状況が再

発生しない場合は、障害が削除されます。

障害収集ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリング障害ポリシーモードを開始します。UCS-A /monitoring # scope
fault policy

ステップ 2   

クリアしたすべてのメッセージを保持するか、削除

するかを指定します。retainオプションが指定され
UCS-A /monitoring/fault-policy
# set clear-action {delete |
retain}

ステップ 3   

た場合、メッセージを保持する時間の長さは、set
retention-intervalコマンドによって決まります。

障害状態を変更する前にシステムが待機する間隔を

指定します（秒単位）。障害が発生し、すぐに何度

UCS-A /monitoring/fault-policy
# set flap-interval seconds

ステップ 4   

かクリアされると、フラッピングが発生します。こ

れを回避するために、最後の状態変更後からフラッ

ピング間隔が経過するまで、システムは障害の状態

の変更を許可しません。フラッピング間隔中に障害

が再発生した場合は、障害がアクティブ状態に戻り

ます。それ以外の場合は、障害がクリアされます。

システムが、削除する前にクリアしたすべての障害

メッセージを保持する時間間隔を指定します。シス

UCS-A /monitoring/fault-policy
# set retention-interval {days
hours minutes seconds |
forever}

ステップ 5   

テムは、クリアされた障害メッセージを永続的に保

持することも、指定された日数、時間数、分数、秒

数保持することもできます。

トランザクションをコミットします。UCS-A /monitoring/fault-policy
# commit-buffer

ステップ 6   

この例では、クリアされた障害メッセージを30日間保持するよう障害収集ポリシーを設定し、フ
ラッピング間隔を 10秒に設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope fault policy
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UCS-A /monitoring/fault-policy # set clear-action retain
UCS-A /monitoring/fault-policy* # set flap-interval 10
UCS-A /monitoring/fault-policy* # set retention-interval 30 0 0 0
UCS-A /monitoring/fault-policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/fault-policy #

障害抑制の設定

フォールト抑制

フォールト抑制を使用すると、予定されたメンテナンス時間中にSNMPトラップおよびCallHome
通知を抑制することができます。フォールト抑制タスクを作成し、一時的な障害がレイズまたは

クリアされるたびに通知が送信されることを防止できます。

障害は、期限切れになるか、フォールト抑制タスクがユーザによって手動で停止されるまで抑制

されたままになります。障害抑制が終了すると、Cisco UCS Managerはクリアされなかった未処
理の抑制された障害に関する通知を送信します。

障害抑制では以下を使用します。

Fixed Time Intervals（固定時間間隔）または Schedules（スケジュール）

以下を使用して、障害を抑制するメンテナンスウィンドウを指定することができます。

•固定時間間隔を使用すると、開始時刻と障害抑制をアクティブにする期間を指定できます。
固定時間間隔は繰り返し使用できません。

•スケジュールを使用すると、1回のみの実行にも、定期的なスケジュールの設定にも使用で
き、保存および再利用が可能です。

抑制ポリシー

これらのポリシーは、抑制する要因と障害タイプを定義します。タスクに割り当てることができ

るポリシーは 1つだけです。次のポリシーがによって定義されます。

• default-chassis-all-maint：シャーシ内のすべてのブレードサーバ、電源、ファンモジュー
ル、および IOMの障害を抑制します。

このポリシーは、シャーシレベルでのみ選択できます。

• default-chassis-phys-maint：シャーシ内のすべてのファンモジュールおよび I/Oモジュール
の障害を抑制します。

このポリシーは、シャーシレベルでのみ選択できます。

• default-fex-all-maint：FEX内のすべてのラックマウントサーバ、電源、ファンモジュール、
および IOMの障害を抑制します。

このポリシーは、FEXレベルでのみ選択できます。

• default-fex-phys-maint：FEX内のすべてのファンモジュールおよび I/Oモジュールの障害を
抑制します。
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このポリシーは、FEXレベルでのみ選択できます。

• default-server-maint：すべてのブレードサーバおよびラックマウントサーバの障害を抑制し
ます。

このポリシーは、シャーシ、FEX、組織、およびサービスプロファイルレベルで選択できま
す。

• default-iom-maint：シャーシまたは FEX内のすべての IOMの障害を抑制します。

このポリシーは、シャーシ、FEXおよび IOMレベルで選択できます。

抑制タスク

これらのタスクを使用して、スケジュール設定または固定時間間隔と抑制ポリシーをコンポーネ

ントに関連付けることができます。

抑制タスクの作成後は、タスクの固定時間間隔またはスケジュールをとの両方で編集できる

ようになります。ただし、変更できるのは固定時間間隔を使用するかでスケジュールを使用

するかの切り替えのみです。

（注）

シャーシに対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用したシャーシに対する障害抑制タスクの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Enters chassis mode for the specified
chassis.

UCS-A# scope chassis chassis-numス

テッ

プ 1   

シャーシで障害抑制タスクを作成

し、障害抑制タスクモードを開始し

ます。

UCS-A/chassis # create fault-suppress-task nameス

テッ

プ 2   

This name can be between 1 and 16
alphanumeric characters. You cannot use
spaces or any special characters other
than - (hyphen), _ (underscore), : (colon),
and . (period), and you cannot change
this name after the object is saved.
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目的コマンドまたはアクション

適用する障害抑制ポリシーを指定し

ます。次のいずれかになります。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy
policy-name

ス

テッ

プ 3   • default-chassis-all-maint—Suppresses
faults for the chassis and all
components installed into the
chassis, including all servers, power
supplies, fan modules, and IOMs.

• default-chassis-phys-maint—Suppresses
faults for the chassis and all fan
modules and power supplies
installed into the chassis.

• default-server-maint—Suppresses
faults for servers.

When applied to a
chassis, only servers are
affected.

（注）

• default-iom-maint—Suppresses
faults for IOMs in a chassis or
FEX.

ローカルスケジュールを作成し、

ローカルスケジュールモードを開始

します。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task # create local-scheduleス

テッ

プ 4   

ワンタイムオカレンスを作成し、

single-one-timeモードを開始します。
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ス

テッ

プ 5   

このオカレンスを実行する日時を指

定します。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ス

テッ

プ 6   

このタスクを実行できる時間の最大

長を指定します。タスクを手動で停

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ス

テッ

プ 7   止するまで実行するには、noneまた
は omit this stepと入力します。

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ス

テッ

プ 8   
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次の例では、シャーシに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、default-chassis-all-maint
ポリシーをタスクに適用し、開始日を 2013年 1月 1日 11:00に設定し、トランザクションをコ
ミットする方法を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # create fault-suppress-task task2
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # set fault-suppress-policy default-chassis-all-maint
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule* # set date jan 1 2013 11 00 00
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule* # commit-buffer

スケジュールを使用したシャーシに対する障害抑制タスクの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Enters chassis mode for the specified chassis.UCS-A# scope chassis
chassis-num

ステップ 1   

シャーシで障害抑制タスクを作成し、障害抑制タス

クモードを開始します。

UCS-A/chassis # create
fault-suppress-task name

ステップ 2   

This name can be between 1 and 16 alphanumeric
characters. You cannot use spaces or any special characters
other than - (hyphen), _ (underscore), : (colon), and .
(period), and you cannot change this name after the object
is saved.

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/chassis/fault-suppress-task
# set schedule name

ステップ 3   

すでにあるスケジュールを障害抑制タス

クで使用する必要があります。

（注）

適用する障害抑制ポリシーを選択します。次のいず

れかになります。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task
# set fault-suppress-policy
policy-name

ステップ 4   

• default-chassis-all-maint—Suppresses faults for the
chassis and all components installed into the chassis,
including all servers, power supplies, fan modules,
and IOMs.

• default-chassis-phys-maint—Suppresses faults for
the chassis and all fan modules and power supplies
installed into the chassis.

• default-server-maint—Suppresses faults for servers.

When applied to a chassis, only servers
are affected.

（注）

• default-iom-maint—Suppresses faults for IOMs in a
chassis or FEX.
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、シャーシに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maintおよび
default-chassis-all-maintポリシーと呼ばれるスケジューラをタスクに適用し、トランザクションを
コミットする方法を示します。

UCS-A# scope chassis 2
UCS-A/chassis # create fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # set fault-suppress-policy default-chassis-all-maint
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # commit-buffer

シャーシに対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開

始します。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

指定された障害抑制タスクを削除しま

す。

UCS-A/chassis # delete
fault-suppress-task name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/chassis # commit-bufferステップ 3   

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis* # commit-buffer

シャーシに対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

Enters chassis mode for the specified
chassis.

UCS-A# scope chassis chassis-numス

テッ

プ 1   
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目的コマンドまたはアクション

障害抑制タスクモードを開始しますUCS-A/chassis # scope fault-suppress-task nameス

テッ

プ 2   

障害抑制ポリシーを変更します。次

のいずれかになります。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy
policy-name

ス

テッ

プ 3   • default-chassis-all-maint—Suppresses
faults for the chassis and all
components installed into the
chassis, including all servers, power
supplies, fan modules, and IOMs.

• default-chassis-phys-maint—Suppresses
faults for the chassis and all fan
modules and power supplies
installed into the chassis.

• default-server-maint—Suppresses
faults for servers.

• default-iom-maint—Suppresses
faults for IOMs in a chassis or
FEX.

障害抑制タスクに別のスケ

ジュールを適用するには、

ステップ 4に進みます。障
害抑制タスクの一定時間間

隔を変更するには、ステッ

プ 5に進みます。

（注）

使用するスケジュールを適用しま

す。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task # set schedule nameス

テッ

プ 4   
一定時間間隔からスケ

ジュールに変更すると、一

定時間間隔はコミットする

ときに消去されます。

スケジュールから一定時間

間隔に変更すると、スケ

ジュールへの参照がコミッ

トするときにクリアされま

す。

（注）

ローカルスケジュールモードを開始

します。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task # scope local-scheduleス

テッ

プ 5   
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目的コマンドまたはアクション

single-one-timeモードを開始します。UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ス

テッ

プ 6   

このオカレンスを実行する日時を指

定します。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ス

テッ

プ 7   

このタスクを実行できる時間の最大

長を指定します。タスクを手動で停

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ス

テッ

プ 8   止するまで実行するには、noneまた
は omit this stepと入力します。

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ス

テッ

プ 9   

次の例では、task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリシーを変更する方法を示しま
す。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/chassis/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy default-server-maint
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # scope local-schedule
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule* # scope occurrence single-one-time
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date dec 31 2013
11 00 00
UCS-A/chassis/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用する方法を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/chassis/fault-suppress-task* # commit-buffer

シャーシに対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始

します。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

シャーシに対する抑制された障害を表示し

ます。

UCS-A/chassis # show fault
suppressed

ステップ 2   

選択したコンポーネント内の障

害のみが表示されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/chassis # scope
fault-suppress-task name

ステップ 3   

タスクのスケジュールまたは固定時間間隔

を表示します。

UCS-A/chassis/fault-suppress-task #
show detail expand

ステップ 4   

次に、シャーシに対する抑制された障害を表示する例を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # show fault suppressed
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default Chassis Phys Maint

UCS-A/chassis #

次に、task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Chassis Phys Maint

UCS-A/chassis/fault-suppress-task #

I/O モジュールに対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用した IOM に対する障害抑制タスクの設定
default-iom-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシま

たは FEXでシャーシ
モードを開始します。

UCS-A# scope [chassis chassis-num | fex fex-num]ステッ

プ 1   

選択した I/Oモジュー
ルでシャーシ I/Oモ

UCS-A /chassis|fex # scope iomiom-idステッ

プ 2   
ジュールモードを開

始します。

   Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2
96

障害、イベント、およびログの設定

I/O モジュールに対する障害抑制の設定



目的コマンドまたはアクション

IOMで障害抑制タス
クを作成し、障害抑制

UCS-A/chassis|fex/iom # create fault-suppress-task nameステッ

プ 3   
タスクモードを開始

します。

この名前には、1～16
文字の英数字を使用で

きます。-（ハイフ
ン）、_（アンダース
コア）、:（コロ
ン）、および .（ピリ
オド）は使用できます

が、それ以外の特殊文

字とスペースは使用で

きません。また、オブ

ジェクトが保存された

後にこの名前を変更す

ることはできません。

ローカルスケジュー

ルを作成し、ローカル

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task # create local-scheduleステッ

プ 4   
スケジュールモード

を開始します。

ワンタイムオカレン

スを作成し、

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ステッ

プ 5   
single-one-timeモード
を開始します。

このオカレンスを実行

する日時を指定しま

す。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set datemonth day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 6   

このタスクを実行でき

る時間の最大長を指定

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステッ

プ 7   
します。タスクを手動

で停止するまで実行す

るには、noneまたは
omit this stepと入力し
ます。

トランザクションをシ

ステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 8   
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次の例では、シャーシ上の IOMに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、開始日を
2013年 1月 1日 11:00に設定し、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # create fault-suppress-task task2
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date jan 1 2013
11 00 00
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、FEX上の IOMに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、開始日を 2013年
1月 1日 11:00に設定し、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # scope iom a
UCS-A/fex/iom # create fault-suppress-task task2
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date jan 1 2013 11
00 00
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

スケジュールを使用した IOM に対する障害抑制タスクの設定
default-iom-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシまたは FEXでシャーシ
モードを開始します。

UCS-A# scope [chassischassis-num |
fexfex-num]

ステップ 1   

選択した I/Oモジュールでシャーシ I/Oモ
ジュールモードを開始します。

UCS-A /chassis|fex # scope iomiom-idステップ 2   

IOMで障害抑制タスクを作成し、障害抑制
タスクモードを開始します。

UCS-A/chassis|fex/iom # create
fault-suppress-taskname

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用
できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェク

トが保存された後にこの名前を変更すること

はできません。

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task
# set schedulename

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

すでにあるスケジュールを障害抑

制タスクで使用する必要がありま

す。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、シャーシ上の IOMに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maint
と呼ばれるスケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # create fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task* # commit-buffer

次の例では、FEX上の IOMに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maintと
呼ばれるスケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # scope iom a
UCS-A/fex/iom # create fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task* # commit-buffer

IOM に対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシまたはFEXでシャーシ
モードを開始します。

UCS-A# scope [chassis chassis-num |
fex fex-num]

ステップ 1   

選択した I/Oモジュールでシャーシ I/Oモ
ジュールモードを開始します。

UCS-A /chassis|fex # scope iomiom-idステップ 2   

指定された障害抑制タスクを削除します。UCS-A/chassis|fex/iom # delete
fault-suppress-task name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/chassis|fex/iom #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、シャーシ上の IOMに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示し
ます。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # delete fault-suppress-task task1
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UCS-A/chassis/iom* # commit-buffer

次の例では、FEX上の IOMに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope fex 3
UCS-A/fex # scope iom a
UCS-A/fex/iom # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/iom* # commit-buffer

IOM に対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシま

たは FEXでシャーシ
UCS-A# scope [chassis chassis-num | fex fex-num]ステッ

プ 1   
モードを開始しま

す。

選択した I/Oモジュー
ルでシャーシ I/Oモ

UCS-A /chassis|fex # scope iomiom-idステッ

プ 2   
ジュールモードを開

始します。

障害抑制タスクモー

ドを開始します。

UCS-A/chassis|fex/iom # scope fault-suppress-task nameステッ

プ 3   

障害抑制タ

スクに別の

スケジュー

ルを適用す

るには、ス

テップ 4に
進みます。

障害抑制タ

スクの一定

時間間隔を

変更するに

は、ステッ

プ 5に進み
ます。

（注）

別のスケジュールを

適用します。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task # set schedule nameステッ

プ 4   
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目的コマンドまたはアクション

一定時間間

隔からスケ

ジュールに

変更する

と、一定時

間間隔はコ

ミットする

ときに消去

されます。

スケジュー

ルから一定

時間間隔に

変更する

と、スケ

ジュールへ

の参照がコ

ミットする

ときにクリ

アされま

す。

（注）

ローカルスケジュー

ルモードを開始しま

す。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task # scope local-scheduleステッ

プ 5   

single-one-timeモード
を開始します。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ステッ

プ 6   

このオカレンスを実

行する日時を指定し

ます。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 7   

このタスクを実行で

きる時間の最大長を

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステッ

プ 8   
指定します。タスク

を手動で停止するま

で実行するには、none
または omit this stepと
入力します。

トランザクションを

システムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 9   
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次の例では、シャーシ上の IOMに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリ
シーを変更する方法を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task # scope local-schedule
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule # scope occurrence single-one-time
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time # set date dec 31 2013
11 00 00
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、FEX上の IOMに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用
する方法を示します。

UCS-A# scope fex 3
UCS-A/fex # scope iom a
UCS-A/fex/iom # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task* # commit-buffer

IOM に対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシまたは FEXでシャー
シモードを開始します。

UCS-A# scope [chassis chassis-num | fex
fex-num]

ステップ 1   

選択した I/Oモジュールでシャーシ I/O
モジュールモードを開始します。

UCS-A /chassis|fex # scope iomiom-idステップ 2   

IOMの抑制された障害を表示します。UCS-A/chassis|fex/iom # show fault
suppressed

ステップ 3   

選択したコンポーネント内の

障害のみが表示されます。

（注）

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/chassis|fex/iom # scope
fault-suppress-task name

ステップ 4   

タスクのスケジュールまたは固定時間間

隔を表示します。

UCS-A/chassis|fex/iom/fault-suppress-task
# show detail expand

ステップ 5   

次に、シャーシ上の IOMの抑制された障害を表示する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # show fault suppressed
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default Iom Maint
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UCS-A/chassis/iom #

次の例では、シャーシ上の IOMの task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する方法を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Iom Maint

UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task #

次の例では、FEX上の IOMの task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する方法を示します。
UCS-A# scope fex 3
UCS-A/fex # scope iom a
UCS-A/fex/iom # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/iom/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Iom Maint

UCS-A/chassis/iom/fault-suppress-task #

FEX に対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用したシャーシに対する障害抑制タスクの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシ

モードを開始します

UCS-A# scope chassis chassis-numステッ

プ 1   

シャーシで障害抑制タスクを作

成し、障害抑制タスクモードを

開始します。

UCS-A/chassis #create fault-suppress-task nameステッ

プ 2   

この名前には、1～ 16文字の英
数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以

外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェク

トが保存された後にこの名前を

変更することはできません。
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目的コマンドまたはアクション

適用する障害抑制ポリシーを指

定します。次のいずれかになり

ます。

UCS-A/fex/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy
policy-name

ステッ

プ 3   

• default-chassis-all-maint
シャーシとそのシャーシに

インストールされたすべて

のコンポーネントの障害を

抑制します。コンポーネン

トには、すべてのサーバ、

電源、ファンモジュール、

IOMなどが含まれます。

• default-chassis-phys-maint
シャーシとそのシャーシに

インストールされたすべて

のファンモジュールと電源

の障害を抑制します。

• default-server-maintサーバ
の障害を抑制します。

シャーシに適用

された場合、

サーバのみが影

響を受けます。

（注）

• default-iom-maintシャーシま
たは FEX内の IOMの障害
を抑制します。

ローカルスケジュールを作成

し、ローカルスケジュールモー

ドを開始します

UCS-A/fex/fault-suppress-task # create local-scheduleステッ

プ 4   

ワンタイムオカレンスを作成

し、single-one-timeモードを開
始します。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ステッ

プ 5   

このオカレンスを実行する日時

を指定します。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 6   

このタスクを実行できる時間の

最大長を指定します。タスクを

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 7   
手動で停止するまで実行するに

は、noneまたは omit this stepと
入力します。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの

設定にコミットします。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 8   

次の例では、シャーシに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、default-chassis-all-maint
ポリシーをタスクに適用し、開始日を 2013年 1月 1日 11:00に設定し、トランザクションをコ
ミットする方法を示します。

UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # create fault-suppress-task task2
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # set fault-suppress-policy default-fex-all-maint
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date jan 1 2013 11 00
00
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

スケジュールを使用した FEX に対する障害抑制タスクの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された FEXの fexモードを開始します。UCS-A# scope fexfex-numステップ 1   

fexで障害抑制タスクを作成し、障害抑制タスクモー
ドを開始します。

UCS-A/fex # create
fault-suppress-taskname

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/fex/fault-suppress-task #
set schedulename

ステップ 3   

すでにあるスケジュールを障害抑制タス

クで使用する必要があります。

（注）

適用する障害抑制ポリシーを指定します。次のいず

れかになります。

UCS-A/fex/fault-suppress-task #
set
fault-suppress-policypolicy-name

ステップ 4   

• default-fex-all-maint：FEXとその FEX内のすべ
ての電源、ファンモジュール、および IOMの
障害を抑制します。
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目的コマンドまたはアクション

• default-fex-phys-maint：FEXとその FEX内のす
べてのファンモジュールと電源の障害を抑制

します。

• default-iom-maint：シャーシまたは FEX内の
IOMの障害を抑制します。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/fex/fault-suppress-task #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、FEXに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maintおよび
default-fex-all-maintポリシーと呼ばれるスケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコ
ミットする方法を示します。

UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # create fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # set fault-suppress-policy default-fex-all-maint
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # commit-buffer

FEX に対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された FEXの fexモードを開始しま
す。

UCS-A# scope fex fex-numステップ 1   

指定された障害抑制タスクを削除しま

す。

UCS-A/fex # delete
fault-suppress-task name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/fex # commit-bufferステップ 3   

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/fex* # commit-buffer
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FEX に対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された FEXの fexモードを
開始します。

UCS-A# scope fex fex-numステッ

プ 1   

障害抑制タスクモードを開始し

ます。

UCS-A/fex # scope fault-suppress-task nameステッ

プ 2   

障害抑制ポリシーを変更します。

次のいずれかになります。

UCS-A/fex/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy
policy-name

ステッ

プ 3   

• default-fex-all-maint—Suppresses
faults for the FEX and all
power supplies, fan modules,
and IOMs in the FEX.

• default-fex-phys-maint—Suppresses
faults for the FEX and all fan
modules and power supplies in
the FEX.

• default-iom-maint—Suppresses
faults for IOMs in a chassis or
FEX.

障害抑制タスクに別の

スケジュールを適用す

るには、ステップ 4に
進みます。障害抑制タ

スクの一定時間間隔を

変更するには、ステッ

プ 5に進みます。

（注）

一定時間間隔からスケジュール

に変更すると、一定時間間隔は

UCS-A/fex/fault-suppress-task # set schedule nameステッ

プ 4   
コミットするときに消去されま

す。
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目的コマンドまたはアクション

一定時間間隔からスケ

ジュールに変更する

と、一定時間間隔はコ

ミットするときに消去

されます。

スケジュールから一定

時間間隔に変更する

と、スケジュールへの

参照がコミットすると

きにクリアされます。

（注）

ローカルスケジュールモードを

開始します。

UCS-A/fex/fault-suppress-task # scope local-scheduleステッ

プ 5   

single-one-timeモードを開始しま
す。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ステッ

プ 6   

このオカレンスを実行する日時

を指定します。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 7   

このタスクを実行できる時間の

最大長を指定します。タスクを

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 8   
手動で停止するまで実行するに

は、noneまたは omit this stepと
入力します。

トランザクションをシステムの

設定にコミットします。

UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 9   

次の例では、task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリシーを変更する方法を示しま
す。

UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/fex/fault-suppress-task # set fault-suppress-policy default-iom-maint
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # scope local-schedule
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule* # scope occurrence single-one-time
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date dec 31 2013 11 00
00
UCS-A/fex/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用する方法を示します。
UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/fex/fault-suppress-task* # commit-buffer
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FEX に対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された FEXの fexモードを開始しま
す。

UCS-A# scope fex fex-numステップ 1   

FEXに対する抑制された障害を表示しま
す。

UCS-A/fex # show fault suppressedステップ 2   

選択したコンポーネント内の障害

のみが表示されます。

（注）

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/fex # scope
fault-suppress-task name

ステップ 3   

タスクのスケジュールまたは固定時間間隔

を表示します。

UCS-A/fex/fault-suppress-task # show
detail expand

ステップ 4   

次に、FEXに対する抑制された障害を表示する例を示します。
UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # show fault suppressed
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default FEX Phys Maint

UCS-A/fex #

次に、task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する例を示します。
UCS-A# scope fex 1
UCS-A/fex # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/fex/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default FEX Phys Maint

UCS-A/fex/fault-suppress-task #

サーバに対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用したサーバに対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバ

モードを開始します。

UCS-A# scope server [chassis-num/server-num | dynamic-uuid]ステッ

プ 1   

サーバで障害抑制タスクを

作成し、障害抑制タスク

モードを開始します。

UCS-A/server # create fault-suppress-task nameステッ

プ 2   

この名前には、1～ 16文字
の英数字を使用できます。-
（ハイフン）、_（アンダー
スコア）、:（コロン）、お
よび .（ピリオド）は使用で
きますが、それ以外の特殊

文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェク

トが保存された後にこの名

前を変更することはできま

せん。

ローカルスケジュールを作

成し、ローカルスケジュー

ルモードを開始します。

UCS-A/server/fault-suppress-task # create local-scheduleステッ

プ 3   

ワンタイムオカレンスを作

成し、single-one-timeモード
を開始します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ステッ

プ 4   

このオカレンスを実行する

日時を指定します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set datemonth day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 5   

このタスクを実行できる時

間の最大長を指定します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 6   
タスクを手動で停止するま

で実行するには、noneまた
は omit this stepと入力しま
す。

トランザクションをシステ

ムの設定にコミットします。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 7   
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次の例では、サーバに対する task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、開始日を 2013年 1月 1
日 11:00に設定し、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # create fault-suppress-task task2
UCS-A/server/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date jan 1 2013 11
00 00
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

スケジュールを使用したサーバに対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始します。UCS-A# scope server
[chassis-num/server-num |
dynamic-uuid]

ステップ 1   

サーバで障害抑制タスクを作成し、障害抑制タスク

モードを開始します。

UCS-A/server # create
fault-suppress-taskname

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変

更することはできません。

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/server/fault-suppress-task
# set schedulename

ステップ 3   

すでにあるスケジュールを障害抑制タス

クで使用する必要があります。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/server/fault-suppress-task
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、サーバに対する task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maintと呼ばれる
スケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # create fault-suppress-task task1
UCS-A/server/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/server/fault-suppress-task* # commit-buffer

Cisco UCS Manager CLI システムモニタリングガイドリリース 2.2    
111

障害、イベント、およびログの設定

サーバに対する障害抑制の設定



サーバに対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始

します。

UCS-A# scope server
[chassis-num/server-num | dynamic-uuid]

ステップ 1   

指定された障害抑制タスクを削除しま

す。

UCS-A/server # delete
fault-suppress-task name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A/server # commit-bufferステップ 3   

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/server* # commit-buffer

サーバに対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバ

モードを開始します。

UCS-A# scope server [chassis-num/server-num | dynamic-uuid]ステッ

プ 1   

障害抑制タスクモードを開

始します。

UCS-A/server # scope fault-suppress-task nameステッ

プ 2   

障害抑制タスクに

別のスケジュール

を適用するには、

ステップ 3に進み
ます。障害抑制タ

スクの一定時間間

隔を変更するに

は、ステップ 4に
進みます。

（注）

別のスケジュールを適用し

ます。

UCS-A/server/fault-suppress-task # set schedule nameステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

一定時間間隔から

スケジュールに変

更すると、一定時

間間隔はコミット

するときに消去さ

れます。

スケジュールから

一定時間間隔に変

更すると、スケ

ジュールへの参照

がコミットすると

きにクリアされま

す。

（注）

ローカルスケジュールモー

ドを開始します。

UCS-A/server/fault-suppress-task # scope local-scheduleステッ

プ 4   

single-one-timeモードを開始
します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ステッ

プ 5   

このオカレンスを実行する

日時を指定します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 6   

このタスクを実行できる時

間の最大長を指定します。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 7   
タスクを手動で停止するま

で実行するには、noneまた
は omit this stepと入力しま
す。

トランザクションをシステ

ムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 8   

次の例では、task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリシーを変更する方法を示しま
す。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/server/fault-suppress-task # scope local-schedule
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule # scope occurrence single-one-time
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time # set date dec 31 2013 11
00 00
UCS-A/server/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer
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次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用する方法を示します。
UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/server/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/server/fault-suppress-task* # commit-buffer

サーバに対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope server
[chassis-num/server-num |
dynamic-uuid]

ステップ 1   

サーバに対する抑制された障害を表示し

ます。

UCS-A/server # show fault suppressedステップ 2   

選択したコンポーネント内の障

害のみが表示されます。

（注）

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/server # scope
fault-suppress-task name

ステップ 3   

タスクのスケジュールまたは固定時間間

隔を表示します。

UCS-A/server/fault-suppress-task #
show detail expand

ステップ 4   

次に、サーバに対する抑制された障害を表示する例を示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # show fault suppressed
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default Server Maint

UCS-A/server #

次に、task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/1
UCS-A/server # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/server/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Server Maint

UCS-A/server/fault-suppress-task #
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サービスプロファイルに対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用したサービスプロファイルに対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定

モードに入ります。

UCS-A# scope orgorg-nameス

テッ

プ 1   ルート組織モードを

開始するには、/を
org-nameとして入
力します。

サービスプロファ

イルのサービスプ

UCS-A /org # scope service-profile profile-nameス

テッ

プ 2   ロファイル組織モー

ドを開始します。

シャーシで障害抑制

タスクを作成し、障

UCS-A /org/service-profile # create fault-suppress-task nameス

テッ

プ 3   害抑制タスクモー

ドを開始します。

この名前には、1～
16文字の英数字を
使用できます。-
（ハイフン）、_
（アンダースコ

ア）、:（コロ
ン）、および .（ピ
リオド）は使用でき

ますが、それ以外の

特殊文字とスペース

は使用できません。

また、オブジェクト

が保存された後にこ

の名前を変更するこ

とはできません。

ローカルスケ

ジュールを作成し、

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # create local-scheduleス

テッ

プ 4   ローカルスケ
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目的コマンドまたはアクション

ジュールモードを

開始します。

ワンタイムオカレ

ンスを作成し、

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ス

テッ

プ 5   single-one-timeモー
ドを開始します。

このオカレンスを実

行する日時を指定し

ます。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set datemonth day-of-month year hour minute seconds

ス

テッ

プ 6   

このタスクを実行で

きる時間の最大長を

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ス

テッ

プ 7   指定します。タスク

を手動で停止するま

で実行するには、

noneまたは omit this
stepと入力します。

トランザクションを

システムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ス

テッ

プ 8   

次の例では、アカウンティングサービスプロファイル下で task2と呼ばれる障害抑制タスクを作
成し、開始日を 2013年 1月 1日 11:00に設定し、トランザクションをコミットする方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # create fault-suppress-task task2
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence
single-one-time
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date
jan 1 2013 11 00 00
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

スケジュールを使用したサービスプロファイルに対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。

ルート組織モードを開始するには、/を
org-nameとして入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

サービスプロファイルのサービスプロファ

イル組織モードを開始します。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

シャーシで障害抑制タスクを作成し、障害

抑制タスクモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # create
fault-suppress-taskname

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使
用できます。-（ハイフン）、_（アンダー
スコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文

字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変

更することはできません。

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task
# set schedulename

ステップ 4   

すでにあるスケジュールを障害

抑制タスクで使用する必要があ

ります。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、アカウンティングサービスプロファイル下で task1と呼ばれる障害抑制タスクを作
成し、weekly_maintと呼ばれるスケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコミットす
る方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # create fault-suppress-task task1
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task* # commit-buffer
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サービスプロファイルに対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

サービスプロファイルのサービスプロファ

イル組織モードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

指定された障害抑制タスクを削除します。UCS-A/org/service-profile # delete
fault-suppress-task name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/org/service-profile* # commit-buffer

サービスプロファイルに対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定

モードに入ります。

UCS-A# scope orgorg-nameステッ

プ 1   
ルート組織モードを

開始するには、/を
org-nameとして入
力します。

サービスプロファ

イルのサービスプ

UCS-A /org # scope service-profile profile-nameステッ

プ 2   
ロファイル組織モー

ドを開始します。

障害抑制タスク

モードを開始しま

す。

UCS-A/org/service-profile # scope fault-suppress-task nameステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

障害抑制

タスクに

別のスケ

ジュール

を適用す

るには、

ステップ

4に進み
ます。障

害抑制タ

スクの一

定時間間

隔を変更

するに

は、ス

テップ 5
に進みま

す。

（注）

別のスケジュールを

適用します。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # set schedule nameステッ

プ 4   
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目的コマンドまたはアクション

一定時間

間隔から

スケ

ジュール

に変更す

ると、一

定時間間

隔はコ

ミットす

るときに

消去され

ます。

スケ

ジュール

から一定

時間間隔

に変更す

ると、ス

ケジュー

ルへの参

照がコ

ミットす

るときに

クリアさ

れます。

（注）

ローカルスケ

ジュールモードを

開始します。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # scope local-scheduleステッ

プ 5   

single-one-timeモー
ドを開始します。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ステッ

プ 6   

このオカレンスを実

行する日時を指定し

ます。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 7   

このタスクを実行で

きる時間の最大長を

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours num-of-minutes
num-of-seconds}

ステッ

プ 8   
指定します。タスク

を手動で停止するま

で実行するには、

noneまたは omit this
stepと入力します。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションを

システムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 9   

次の例では、task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリシーを変更する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # scope local-schedule
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule # scope occurrence
single-one-time
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time # set date dec
31 2013 11 00 00
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task* # commit-buffer

サービスプロファイルに対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。

ルート組織モードを開始するには、/を
org-nameとして入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

サービスプロファイルのサービスプロ

ファイル組織モードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

サーバに対する抑制された障害を表示

します。

UCS-A/org/service-profile # show fault
suppressed

ステップ 3   

選択したコンポーネント内の

障害のみが表示されます。

（注）

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/org/service-profile # scope
fault-suppress-task name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

タスクのスケジュールまたは固定時間

間隔を表示します。

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task
# show detail expand

ステップ 5   

次に、サービスプロファイルに対する抑制された障害を表示する例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # show fault suppressed
UCS-A/org/service-profile #
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default Server Maint

UCS-A/org/service-profile #

次に、task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope service-profile accounting
UCS-A/org/service-profile # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Server Maint

UCS-A/org/service-profile/fault-suppress-task #

組織に対する障害抑制の設定

固定時間間隔を使用した組織に対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに

入ります。ルート組織モード

UCS-A# scope orgorg-nameステッ

プ 1   
を開始するには、/を org-name
として入力します。

組織の障害抑制タスクを作成

し、障害抑制タスクモードを

開始します。

UCS-A/org # create fault-suppress-task nameステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

この名前には、1～ 16文字の
英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）は使用できます

が、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存され

た後にこの名前を変更するこ

とはできません。

ローカルスケジュールを作成

し、ローカルスケジュール

モードを開始します。

UCS-A/org/fault-suppress-task # create local-scheduleステッ

プ 3   

ワンタイムオカレンスを作成

し、single-one-timeモードを開
始します。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule # create
occurrence single-one-time

ステッ

プ 4   

このオカレンスを実行する日

時を指定します。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set datemonth day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 5   

このタスクを実行できる時間

の最大長を指定します。タス

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 6   
クを手動で停止するまで実行

するには、noneまたはomit this
stepと入力します。

トランザクションをシステム

の設定にコミットします。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 7   

次の例では、ルート組織下で task2と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、開始日を 2013年 1月 1
日 11:00に設定し、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A/org # create fault-suppress-task task2
UCS-A/org/fault-suppress-task* # create local-schedule
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule* # create occurrence single-one-time
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # set date jan 1 2013 11 00
00
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

スケジュールを使用した組織に対する障害抑制タスクの設定

default-server-maint抑制ポリシーがデフォルトで選択されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、/を org-nameとして入力しま
す。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

組織の障害抑制タスクを作成し、障害抑制タスクモー

ドを開始します。

UCS-A/org # create
fault-suppress-taskname

ステップ 2   

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の
特殊文字とスペースは使用できません。また、オブ

ジェクトが保存された後にこの名前を変更することは

できません。

使用するスケジュールを指定します。UCS-A/org/fault-suppress-task
# set schedulename

ステップ 3   

すでにあるスケジュールを障害抑制タスク

で使用する必要があります。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/org/fault-suppress-task
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、ルート組織下で task1と呼ばれる障害抑制タスクを作成し、weekly_maintと呼ばれる
スケジューラをタスクに適用し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # create fault-suppress-task task1
UCS-A/org/fault-suppress-task* # set schedule weekly_maint
UCS-A/org/fault-suppress-task* # commit-buffer

組織に対する障害抑制タスクの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定された障害抑制タスクを削除します。UCS-A/org # delete
fault-suppress-task name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクを削除する方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A/org # delete fault-suppress-task task1
UCS-A/org* # commit-buffer

組織に対する障害抑制タスクの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに

入ります。ルート組織モード

UCS-A# scope orgorg-nameステッ

プ 1   
を開始するには、/をorg-name
として入力します。

障害抑制タスクモードを開始

します。

UCS-A/org # scope fault-suppress-task nameステッ

プ 2   

障害抑制タスクに別

のスケジュールを適

用するには、ステッ

プ 3に進みます。障
害抑制タスクの一定

時間間隔を変更する

には、ステップ 4に
進みます。

（注）

別のスケジュールを適用しま

す。

UCS-A/org/fault-suppress-task # set schedule nameステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

一定時間間隔からス

ケジュールに変更す

ると、一定時間間隔

はコミットするとき

に消去されます。

スケジュールから一

定時間間隔に変更す

ると、スケジュール

への参照がコミット

するときにクリアさ

れます。

（注）

ローカルスケジュールモード

を開始します。

UCS-A/org/fault-suppress-task # scope local-scheduleステッ

プ 4   

single-one-timeモードを開始し
ます。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule # scope
occurrence single-one-time

ステッ

プ 5   

このオカレンスを実行する日

時を指定します。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set date month day-of-month year hour minute seconds

ステッ

プ 6   

このタスクを実行できる時間

の最大長を指定します。タス

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# set max-duration {none | num-of-days num-of-hours
num-of-minutes num-of-seconds}

ステッ

プ 7   
クを手動で停止するまで実行

するには、noneまたは omit
this stepと入力します。

トランザクションをシステム

の設定にコミットします。

UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time
# commit-buffer

ステッ

プ 8   

次の例では、task2と呼ばれる障害抑制タスクの日付と障害抑制ポリシーを変更する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A/org # scope fault-suppress-task task2
UCS-A/org/fault-suppress-task* # scope local-schedule
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule # scope occurrence single-one-time
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time # set date dec 31 2013 11 00
00
UCS-A/org/fault-suppress-task/local-schedule/single-one-time* # commit-buffer

次の例では、task1と呼ばれる障害抑制タスクに別のスケジュールを適用する方法を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A/org # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/org/fault-suppress-task # set schedule monthly-maint
UCS-A/org/fault-suppress-task* # commit-buffer
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組織に対する抑制された障害と障害抑制タスクの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

組織に対する抑制された障害を表示します。UCS-A/org # show fault
suppressed

ステップ 2   

選択したコンポーネント内の障害の

みが表示されます。

（注）

障害抑制タスクモードを開始します。UCS-A/org # scope
fault-suppress-task name

ステップ 3   

タスクのスケジュールまたは固定時間間隔を

表示します。

UCS-A/org/fault-suppress-task #
show detail expand

ステップ 4   

次に、組織に対する抑制された障害を表示する例を示します。

UCS-A# scope org Finance
UCS-A/org # show fault suppressed
UCS-A/org #
Fault Suppress Task:

Name Status Global Schedule Suppress Policy Name
------------------ ------------------ --------------- --------------------
task1 Active test_schedule1 Default Server Maint

UCS-A/org #

次に、task1と呼ばれる障害抑制タスクを表示する例を示します。
UCS-A# scope org Finance
UCS-A/org # scope fault-suppress-task task1
UCS-A/org/fault-suppress-task # show detail expand
Fault Suppress Task:

Name: task1
Status: Active
Global Schedule: test_schedule1
Suppress Policy Name: Default Server Maint

UCS-A/org/fault-suppress-task #
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Core File Exporter の設定

Core File Exporter
コアファイルが発生すると、Cisco UCSによりただちに Core File Exporterが使用され、それらの
ファイルが TFTPを介してネットワーク上の指定の場所にエクスポートされます。この機能を使
用することにより、tarファイルをコアファイルのコンテンツと一緒にエクスポートできます。

Core File Exporter の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングシステムデバッグモードを開

始します。

UCS-A /monitoring # scope sysdebugステップ 2   

Core File Exporterのイネーブル化Core File
Exporterがイネーブルな状態でエラーにより

UCS-A /monitoring/sysdebug #
enable core-export-target

ステップ 3   

サーバがコアダンプを実行する場合、システ

ムはコアファイルを TFTP経由で指定された
リモートサーバへエクスポートします。

コアファイルをリモートサーバにエクスポー

トするときに使用するパスを指定します。

UCS-A /monitoring/sysdebug # set
core-export-target path path

ステップ 4   

TFTPを介してコアダンプファイルをエクス
ポートするときに使用するポート番号を指定

します。有効な値の範囲は 1～ 65,535です。

UCS-A /monitoring/sysdebug # set
core-export-target portport-num

ステップ 5   

コアファイルを保存するために使用するリ

モートサーバの説明を加えます。

UCS-A /monitoring/sysdebug # set
core-export-target
server-description description

ステップ 6   

TFTPを介して接続するリモートサーバのホ
スト名を指定します。

UCS-A /monitoring/sysdebug # set
core-export-target
server-namehostname

ステップ 7   

トランザクションをコミットします。UCS-A /monitoring/sysdebug #
commit-buffer

ステップ 8   
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次の例では、Core File Exporterをイネーブルにし、コアファイル送信に使用するパスとポートを
指定し、リモートサーバのホスト名を指定し、リモートサーバの説明を加え、トランザクション

をコミットします。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope sysdebug
UCS-A /monitoring/sysdebug # enable core-export-target
UCS-A /monitoring/sysdebug* # set core-export-target path /root/CoreFiles/core
UCS-A /monitoring/sysdebug* # set core-export-target port 45000
UCS-A /monitoring/sysdebug* # set core-export-target server-description CoreFile102.168.10.10
UCS-A /monitoring/sysdebug* # set core-export-target server-name 192.168.10.10
UCS-A /monitoring/sysdebug* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/sysdebug #

Core File Exporter のディセーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングシステムデバッグモードを

開始します。

UCS-A /monitoring # scope sysdebugステップ 2   

Core File Exporterをディセーブルにします。
Core File Exporterがディセーブルの場合、コ

UCS-A /monitoring/sysdebug #
disable core-export-target

ステップ 3   

アファイルは自動的にエクスポートされま

せん。

トランザクションをコミットします。UCS-A /monitoring/sysdebug #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、Core File Exporterをディセーブルにし、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope sysdebug
UCS-A /monitoring/sysdebug # disable core-export-target
UCS-A /monitoring/sysdebug* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/sysdebug #

Syslog の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

コンソールへの Syslogの送信をイネーブルまた
はディセーブルにします。

UCS-A /monitoring # {enable |
disable} syslog console

ステップ 2   

（任意）

表示するメッセージの最低レベルを選択します。

syslogがイネーブルの場合、システムはそのレベ

UCS-A /monitoring # set syslog
console level {emergencies | alerts
| critical}

ステップ 3   

ル以上のメッセージをコンソールに表示します。

レベルオプションは緊急性の降順で一覧表示さ

れます。デフォルトのレベルは Criticalです。

オペレーティングシステムによる syslog情報の
モニタリングをイネーブルまたはディセーブルに

します。

UCS-A /monitoring # {enable |
disable} syslog monitor

ステップ 4   

（任意）

表示するメッセージの最低レベルを選択します。

モニタの状態がイネーブルの場合、システムはそ

UCS-A /monitoring # set syslog
monitor level {emergencies | alerts
| critical | errors | warnings |
notifications | information |
debugging}

ステップ 5   

のレベル以上のメッセージを表示します。レベル

オプションは緊急性の降順で一覧表示されます。

デフォルトのレベルは Criticalです。

Criticalより下のレベルのメッセージ
は、terminalmonitorコマンドを入力し
た場合にのみ端末モニタに表示されま

す。

（注）

syslogファイルへの syslog情報の書き込みをイ
ネーブルまたはディセーブルにします。

UCS-A /monitoring # {enable |
disable} syslog file

ステップ 6   

メッセージが記録されるファイルの名前。ファイ

ル名は 16文字まで入力できます。
UCS-A /monitoring # set syslog file
namefilename

ステップ 7   

（任意）

ファイルに保存するメッセージの最低レベルを選

択します。ファイルの状態がイネーブルの場合、

UCS-A /monitoring # set syslog file
level {emergencies | alerts | critical
| errors | warnings | notifications |
information | debugging}

ステップ 8   

システムはそのレベル以上のメッセージを syslog
ファイルに保存します。レベルオプションは緊

急性の降順で一覧表示されます。デフォルトのレ

ベルは Criticalです。

（任意）

最新のメッセージで最も古いものを上書きし始め

る前の、最大ファイルサイズ（バイト単位）。

有効な範囲は 4096～ 4194304バイトです。

UCS-A /monitoring # set syslog file
sizefilesize

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

最大 3台の外部 syslogサーバへの syslogメッセー
ジの送信をイネーブルまたはディセーブルにしま

す。

UCS-A /monitoring # {enable |
disable} syslog remote-destination
{server-1 | server-2 | server-3}

ステップ 10   

（任意）

外部ログに保存するメッセージの最低レベルを選

択します。remote-destinationがイネーブルにされ

UCS-A /monitoring # set syslog
remote-destination {server-1 |
server-2 | server-3}
level{emergencies | alerts | critical

ステップ 11   

ると、システムはそのレベル以上を外部サーバに| errors | warnings | notifications |
information | debugging} 送信します。レベルオプションは緊急性の降順

で一覧表示されます。デフォルトのレベルは

Criticalです。

指定されたリモート Syslogサーバのホスト名ま
たは IPアドレス。ホスト名は 256文字まで入力
できます。

UCS-A /monitoring # set syslog
remote-destination {server-1 |
server-2 | server-3}
hostnamehostname

ステップ 12   

（任意）

指定されたリモート syslogサーバに送信される
syslogメッセージに含まれるファシリティレベ
ル。

UCS-A /monitoring # set syslog
remote-destination {server-1 |
server-2 | server-3} facility {local0
| local1 | local2 | local3 | local4 |
local5 | local6 | local7}

ステップ 13   

次のいずれかになります。UCS-A /monitoring # {enable |
disable} syslog source {audits |
events | faults}

ステップ 14   

• audits：すべての監査ログイベントのロギン
グを有効化またはディセーブルにします。

• events：すべてのシステムイベントのロギン
グを有効化またはディセーブルにします。

• faults：すべてのシステム障害のロギングを
有効化またはディセーブルにします。

トランザクションをコミットします。UCS-A /monitoring # commit-bufferステップ 15   

次の例は、ローカルファイルの syslogメッセージのストレージをイネーブルにし、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # disable syslog console
UCS-A /monitoring* # disable syslog monitor
UCS-A /monitoring* # enable syslog file
UCS-A /monitoring* # set syslog file name SysMsgsUCSA
UCS-A /monitoring* # set syslog file level notifications
UCS-A /monitoring* # set syslog file size 4194304
UCS-A /monitoring* # disable syslog remote-destination server-1
UCS-A /monitoring* # disable syslog remote-destination server-2
UCS-A /monitoring* # disable syslog remote-destination server-3
UCS-A /monitoring* # commit-buffer
UCS-A /monitoring #
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監査ログの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

セキュリティモードを開始します。UCS-A# scope securityステップ 1   

監査ログを表示します。UCS-A /security # show audit-logsステップ 2   

次の例では、監査ログを表示します。

UCS-A# scope security
UCS-A /security # show audit-logs
Audit trail logs:

Creation Time User ID Action Description

-------------------- ---------- -------- ---------------- -----------

2013-01-04T19:05:36.027
internal 1055936 Creation Fabric A:

local us
er admin logge

2013-01-03T23:08:37.459
admin 1025416 Creation Uplink FC

VSAN mem
ber port A/1/3

2013-01-03T23:08:37.459
admin 1025417 Deletion Uplink FC

VSAN mem
ber port A/1/3

2013-01-03T23:08:02.387
admin 1025299 Creation Uplink FC

VSAN mem
ber port A/1/3

2013-01-03T23:08:02.387
admin 1025300 Deletion Uplink FC

VSAN mem
ber port A/1/3

2013-01-03T23:03:23.926
admin 1025096 Creation Uplink FC

VSAN mem
ber port A/1/3
UCS-A /security #
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ログファイルエクスポータの設定

ログファイルエクスポータ

Cisco UCSManagerは、実行ごとにログファイルを生成します。ログファイルのサイズは最大 20
MBで、最大 5つのバックアップがサーバに保存できます。ログファイルエクスポータにより、
ログファイルを削除する前にリモートサーバにエクスポートすることができます。ログファイ

ル名には次の情報が含まれます。

•プロセスの名前

•タイムスタンプ

•ファブリックインターコネクトの名前と ID

ログのエクスポートをイネーブルにしない場合は、バックアップファイルの最大限度に到達

すると最も古いログファイルが削除されます。

（注）

注意事項と制約事項

•ログのエクスポートには、tftpまたはパスワードなしの scpまたは sftpを使用することを推奨
します。標準の scpまたは sftpが使用される場合、ユーザパスワードは暗号化された形式で
コンフィギュレーションファイルに保存されます。

• HAセットアップでは、各側からのログファイルは別々にエクスポートされます。一方のロ
グエクスポートが失敗しても、もう一方が補うことはありません。

リモートサーバへのログファイルのエクスポート

手順

目的コマンドまたはアクション

モニタリングモードを開始します。UCS-A# scope monitoringステップ 1   

モニタリングシステムデバッグモードを

開始します。

UCS-A /monitoring # scope sysdebugステップ 2   

ログファイルのエクスポートモードを開

始します。

UCS-A /monitoring/sysdebug # scope
log-export-policy

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ログファイルのエクスポートが有効かど

うか。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set admin-state {disabled | enabled}

ステップ 4   

（任意）

ログのエクスポートポリシーの説明を入

力します。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set descdescription

ステップ 5   

リモートサーバのホスト名を指定します。UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set hostnamehostname

ステップ 6   

Enterキーを押すと、パスワードを入力す
るように促されます。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set passwd

ステップ 7   

リモートサーバのユーザ名のパスワード

を指定します。この手順は、TFTPプロト
コルを使用する場合には適用されません。

パスワードなしの SSHログインを有効に
します。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set passwordless-ssh {no | yes}

ステップ 8   

リモートサーバとの通信時に使用するプ

ロトコルを指定します。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set proto {scp | ftp | sftp | tftp}

ステップ 9   

ログファイルが保存されるリモートサー

バのパスを指定します。

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set pathpath

ステップ 10   

システムがリモートサーバへのログイン

に使用する必要のあるユーザ名を指定しま

UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# set userusername

ステップ 11   

す。この手順は、TFTPプロトコルを使用
する場合には適用されません。

トランザクションをコミットします。UCS-A
/monitoring/sysdebug/log-export-policy
# commit-buffer

ステップ 12   

次に、ログファイルのエクスポータを有効にし、リモートサーバのホスト名を指定し、プロトコ

ルを scpに設定し、パスワードなしのログインを有効にし、トランザクションをコミットする例
を示します。

UCS-A# scope monitoring
UCS-A /monitoring # scope sysdebug
UCS-A /monitoring/sysdebug # scope log-export-policy
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy # set admin-state enable
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set hostname 10.10.1.1
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set path /
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set user testuser
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set proto scp
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UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set passwd
password:
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # set passwordless-ssh yes
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy* # commit-buffer
UCS-A /monitoring/sysdebug/log-export-policy #
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第 7 章

NetFlow モニタリング

この章は、次の項で構成されています。

• NetFlowモニタリング, 137 ページ

• NetFlowに関する制限事項, 139 ページ

• フローレコード定義の設定, 139 ページ

• エクスポータプロファイルの設定, 140 ページ

• NetFlowコレクタの設定, 142 ページ

• フローエクスポータの設定, 143 ページ

• フローモニタの設定, 144 ページ

• フローモニタセッションの設定, 144 ページ

• NetFlowキャッシュのアクティブおよび非アクティブタイムアウトの設定, 145 ページ

• vNICへのフローモニタセッションの関連付け, 146 ページ

NetFlow モニタリング
NetFlowは、IPトラフィックデータを収集するための標準ネットワークプロトコルです。NetFlow
により、特定の特性を共有する単方向 IPパケットに関して、フローを定義することができます。
フロー定義に一致するすべてのパケットが収集され、1つ以上の外部 NetFlowコレクタにエクス
ポートされます。そこでは、アプリケーション固有の処理のために、さらに集約、分析、および

使用されます。

Cisco UCS Managerは、Netflow対応アダプタ（Cisco UCS VIC 1240、Cisco UCS VIC 1280、および
CiscoUCSVIC1225）を使用して、フロー情報を収集し、エクスポートするルータおよびスイッチ
と通信します。
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ネットワークフロー

フローとは、トラフィックの送信元または送信先、ルーティング情報、使用されているプロトコ

ルなど、共通のプロパティを持つ一連の単方向 IPパケットです。フローは、フローレコード定義
での定義に一致する場合に収集されます。

フローレコード定義

フローレコード定義は、フロー定義で使用されるプロパティに関するすべての情報で構成され、

特性プロパティと測定プロパティの両方を含めることができます。フローキーとも呼ばれる特性

プロパティは、フローを定義するプロパティです。Cisco UCS Managerでは IPv4、IPv6,、および
レイヤ2のキーがサポートされています。フロー値または非キーとも呼ばれる測定特性は、フロー
のすべてのパケットに含まれるバイト数や合計パケット数などの、測定可能な値です。

フローレコード定義は、フローキーとフロー値の特定の組み合わせです。次のタイプのフロー

レコード定義を使用できます。

• [System-defined]：Cisco UCS Managerが提供するデフォルトのフローレコード定義。

• [User-defined]：ユーザが独自に作成できるフローレコード定義。

フローエクスポータ、フローエクスポータプロファイル、およびフローコレクタ

フローエクスポータは、フローエクスポータプロファイルの情報に基づき、フローコネクタに

フローを転送します。フローエクスポータプロファイルには、NetFlowパケットをエクスポート
する際に使用されるネットワーキングプロパティが含まれます。ネットワーキングプロパティに

は、各ファブリックインターコネクトの VLAN、送信元 IPアドレス、およびサブネットマスク
が含まれます。

Cisco UCS Manager GUIでは、ネットワーキングのプロパティはプロファイルに含まれるエク
スポータインターフェイスで定義されます。Cisco UCS Manager CLIでは、プロパティはプロ
ファイルで定義されます。

（注）

フローコレクタは、フローエクスポータからフローを受信します。各フローコレクタには、フ

ローの送信先を定義する、IPアドレス、ポート、外部ゲートウェイ IP、VLANが含まれます。

フローモニタおよびフローモニタセッション

フローモニタは、フロー定義、1つまたは 2つのフローエクスポータ、タイムアウトポリシーで
構成されます。フローモニタを使用することで、どのフロー情報をどこから収集するかを指定で

きます。各フローモニタは、出力または入力のどちらかの方向で動作します。

フローモニタセッションには、次の 4つまでのフローモニタが含まれます。入力方向の 2つの
フローモニタと出方向の 2つのフローモニタ。また、フローモニタセッションは、vNICに関連
付けることができます。
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NetFlow に関する制限事項
NetFlowモニタリングには、次の制限事項が適用されます。

• NetFlowモニタリングは、Cisco UCS 6100シリーズ Fabric Interconnectではサポートされませ
ん。

• NetFlowモニタリングは、Cisco UCS1200および 1300シリーズVICアダプタでサポートされ
ています。ただし、1200シリーズ VICアダプタでは、NetFlowを FCoEトラフィックに対し
て使用することは推奨されません。

•最大 64のフローレコード定義、フローエクスポータ、フローモニタを使用できます。

• NetFlowは、vNICテンプレートオブジェクトではサポートされません。

• PVLANおよびローカル VLANは、サービス VLANに対してサポートされません。

•すべての VLANは公開されており、両方のファブリックインターコネクトに共通である必
要があります。

• VLANはフローコレクタと併用する前に、エクスポータインターフェイスとして定義する
必要があります。

• NetFlowは、usNIC、仮想マシンキュー、または Linux ARFSと併用できません。

フローレコード定義の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定されたフローレコードのフローレ

コードモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # enter
flow-recordflow-record-name

ステップ 2   

キータイプを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-record # set
keytype {ipv4keys | ipv6keys | l2keys}

ステップ 3   

ステップ 3で選択したキータイプの属性
を指定します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-record # set
ipv4keys {dest-port | ip-protocol | ip-tos
| ipv4-dest-address | ipv4-src-address |
src-port}

ステップ 4   

ステップ 3で ipv4keysを選択
した場合にのみ、このコマンド

を使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ステップ 3で選択したキータイプの属性
を指定します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-record # set
ipv6keys {dest-port | ip-protocol |
ipv6-dest-address | ipv6-src-address |
src-port}

ステップ 5   

ステップ 3で ipv6keysを選択
した場合にのみ、このコマンド

を使用します。

（注）

ステップ 3で選択したキータイプの属性
を指定します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-record # set
l2keys {dest-mac-address | ethertype |
src-mac-address}

ステップ 6   

ステップ 3で l2keysを選択し
た場合にのみ、このコマンドを

使用します。

（注）

非キー属性を指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-record # set
nonkeys {counter-bytes-long |

ステップ 7   

counter-packets-long | sys-uptime-first |
sys-uptime-last}

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-record #
commit-buffer

ステップ 8   

次に、レイヤ 2キーでフローレコード定義を作成し、トランザクションをコミットする例を示し
ます。

UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # enter flow-record r1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-record* # set keytype l2keys
UCS-A /eth-flow-mon/flow-record* #set l2keys dest-mac-address src-mac-address
UCS-A /eth-flow-mon/flow-record* # set nonkeys sys-uptime counter-bytes counter-packets
UCS-A /eth-flow-mon/flow-record* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-record #

エクスポータプロファイルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定されたプロファイルのフロープロファイ

ルモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # scope
flow-profileprofile-name

ステップ 2   

フロープロファイルの設定を表示します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile #
show config

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

エクスポータプロファイルに関連付けられた

VLANを指定します。PVLANとローカル
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile #
enter vlanvlan-name

ステップ 4   

VLANはサポートされません。すべてのVLAN
は公開されており、両方のファブリックイン

ターコネクトに共通である必要があります。

指定されたファブリックのフロープロファイ

ルモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan
# enter fabric {a | b}

ステップ 5   

ファブリックのエクスポータプロファイルの

送信元 IPアドレスおよびサブネットマスクを
指定します。

UCS-A
/eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric/
# set addrip-addrsubnetip-addr

ステップ 6   

指定した IPアドレスが、CiscoUCSド
メイン内で一意であるかを確認しま

す。Cisco UCS Managerですでに使用
されている IPアドレスを指定した場
合、IPアドレスの競合が発生する可能
性があります。

重要

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric/
# commit-buffer

ステップ 7   

次に、デフォルトのエクスポータプロファイルを設定し、各ファブリックのエクスポータイン

ターフェイスの送信元 IPアドレスおよびサブネットマスクを設定し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # scope flow-profile default
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile # enter vlan 100
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan* # enter fabric a
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric* # set addr 10.10.10.10 subnet 255.255.255.0
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric* # up
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan* # enter fabric b
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric* # set addr 10.10.10.11 subnet 255.255.255.0
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-profile/vlan/fabric #
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NetFlow コレクタの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定されたフローコレクタのフローコ

レクタモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # enter
flow-collectorflow-collector-name

ステップ 2   

フローコレクタの宛て先ポートを指定

します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector # set
dest-portport_number

ステップ 3   

フローコレクタの VLAN IDを指定し
ます。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector # set
vlanvlan_id

ステップ 4   

IPv4コンフィギュレーションモードを
開始します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector #
enter ip-if

ステップ 5   

エクスポータ IPアドレスを指定しま
す。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if
# set addrip-address

ステップ 6   

エクスポータゲートウェイアドレスを

指定します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if
# set exporter-gwgw-address

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if
# commit-buffer

ステップ 8   

次に、NetFlowコレクタを設定し、エクスポータ IPとゲートウェイアドレスを設定し、トランザ
クションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # enter flow-collector c1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector* # set dest-port 9999
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector* # set vlan vlan100
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector* # enter ip-if
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if* # set addr 20.20.20.20
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if* # set exporter-gw 10.10.10.1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-collector/ip-if #
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フローエクスポータの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定されたフローエクスポータのフロー

エクスポータモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # enter
flow-exporterflow-exporter-name

ステップ 2   

DiffServコードポイントを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter # set
dscpdscp_number

ステップ 3   

フローコレクタを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter # set
flow-collectorflow-collector_name

ステップ 4   

NetFlowフローエクスポータデータを再
送信する場合のタイムアウト期間を指定

します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter # set
exporter-stats-timeouttimeout_number

ステップ 5   

NetFlowフローエクスポータインター
フェイステーブルの再送信の時間を指定

します。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter # set
interface-table-timeouttimeout_number

ステップ 6   

NetFlowテンプレートデータを再送信す
る場合のタイムアウト期間を指定しま

す。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter # set
template-data-timeouttimeout_number

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter #
commit-buffer

ステップ 8   

次に、フローエクスポータを設定して、タイムアウト値を設定し、トランザクションをコミット

する例を示します。

UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # enter flow-exporter ex1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # set dscp 6
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # set flow-collector c1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # set exporter-stats-timeout 600
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # set interface-table-timeout 600
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # set template-data-timeout 600
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-exporter #
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フローモニタの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを

開始します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定されたフローモニタのフローモ

ニタモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # enter
flow-monitorflow-monitor-name

ステップ 2   

フローレコードを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor # set
flow-recordflow-record-name

ステップ 3   

�番目のフローエクスポータを指定し
ます。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor # create
flow-exporterflow-exporter-name

ステップ 4   

2番目のフローエクスポータを指定し
ます。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor # create
flow-exporterflow-exporter-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、フローモニタを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # enter flow-monitor m1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor* # set flow-record r1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor* # create flow-exporter ex1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor* # create flow-exporter ex2
UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-monitor #

フローモニタセッションの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを

開始します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたフローモニタセッション

のフローモニタセッションモードを

開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # enter
flow-mon-sessionflow-monitor-session-name

ステップ 2   

1番目のフローモニタを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session #
create flow-monitorflow-monitor-1

ステップ 3   

2番目のフローモニタを指定します。UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session #
create flow-monitorflow-monitor-2

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、2つのフローモニタを使用してフローモニタセッションを作成する例を示します。
UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # enter flow-mon-session s1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session* # create flow-monitor m1
UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session* # create flow-monitor m2
UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-mon-session #

NetFlow キャッシュのアクティブおよび非アクティブタ
イムアウトの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットフローモニタモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-flow-monステップ 1   

指定したフロータイムアウトのフロータイ

ムアウトモードを開始します。

UCS-A /eth-flow-mon # scope
flow-timeouttimeout-name

ステップ 2   

アクティブなタイムアウト値を指定します。

この値は 60～ 4092秒です。デフォルト値
は 120秒です。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout #
set cache-timeout-activetimeout-value

ステップ 3   

非アクティブなタイムアウト値を指定しま

す。この値は 15～ 4092秒です。デフォル
ト値は 15秒です。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout #
set
cache-timeout-inactivetimeout-value

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、NetFlowタイムアウト値を変更し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope eth-flow-mon
UCS-A /eth-flow-mon # scope flow-timeout default
UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout # set cache-timeout-active 1800
UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout* # set cache-timeout-inactive 20
UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout* # commit-buffer
UCS-A /eth-flow-mon/flow-timeout #

vNIC へのフローモニタセッションの関連付け

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。

ルート組織モードを開始するには、/を
org-nameとして入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定したサービスプロファイルで組織サー

ビスプロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

指定したvNICで組織サービスプロファイ
ルモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope
vnicvnic-name

ステップ 3   

vNICにフローモニタセッションを関連付
けます。

UCS-A /org/service-profile/vnic # enter
flow-mon-srcflow-monitor-session-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、vNIC eth5にフローモニタセッション s1を関連付ける例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic eth5
UCS-A /org/service-profile/vnic # enter flow-mon-src s1
UCS-A /org/service-profile/vnic # commit-buffer
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